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1. はじめに 

1.1 計画策定の背景と目的 

本計画は、将来にわたり、安心して住み続けられるまちを実現するために、人々の暮らしを

支え、持続可能な公共交通ネットワークの形成に向けた取組方針を立案することを目的に計画

を策定する。 

 

1.2 計画策定の趣旨及び位置付け 

本計画は、第 2 次城里町総合計画、城里町過疎地域自立促進計画、城里町まち・ひと・しご

と創生総合戦略を上位計画とした計画である。茨城県央地域（水戸市、笠間市、ひたちなか市、

那珂市、小美玉市、茨城町、大洗町、城里町、東海村）の人口定住を目的とした、茨城県央地

域定住自立圏共生ビジョンの計画との連携を図る。 

 

 

図 1-1 城里町公共交通網形成計画の位置づけ 

          

上
位
計
画 

 

「人と自然が響き合いともに輝く住みよいまち」 

 

 

 

第 2次城里町総合計画 

 

あらゆる世代にとって、 

安心・安全な居住環境を作る 

城里町まち・ひと・しごと創成総合戦略 

・公共交通（路線バスなど）の維持と運行本数の確保 

・新交通システム（デマンド交通）の利用促進 

・各公共交通（バス、タクシー）や市町村間の連携強化 

 

 

城里町地域公共交通網形成計画 

＜基礎調査＞ 

交通事業者・施設ヒアリング調査 

移動に関する住民アンケート調査 

 

交通通信体系の整備、 

情報化及び地域間交流の促進 

城里町過疎地域自立促進計画 

高齢者グループインタビュー調査 

実証運行時における利用者調査 

具体的な運行計画の策定 
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図 1-2 茨城県央地域定住自立圏共生ビジョンの取組 

出典：茨城県央地域定住自立圏共生ビジョン 

 

1.3 計画の区域 

町全域にかかる公共交通の課題の解決が必要であるため、町全域を対象区域とし、町内を運行

する全公共交通（路線バス、ふれあいタクシー（デマンドタクシー）、スクールバス、タクシー、

福祉有償運送）を計画の対象交通とする。なお、平成 28年 11月～12月、水戸市とをつなぐバス

路線の実証運行が行われている。 
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図 1-3 城里町公共交通体系図 

 

1.4 計画の期間 

第 2 次城里町総合計画の計画期間と整合を図り、平成 29年度から平成 37年度までの 9年間

を計画期間とする。 

なお、平成 32年に、中間評価および見直しを行うものとする。 

政策 関連する施策分野 

生活機能の強化 
① 医療分野、② 福祉分野、 

③ 産業振興分野、④ 環境分野、⑤ 教育分野 

結びつきやネット

ワークの強化 
① 地域公共交通分野 

圏域マネジメント

能力の強化 
① 人材育成分野 
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2. 地域の現状等 

城里町の地域の現状として、地勢・地理、人口動態及び人口流動の状況について整理する。 

 

2.1 地勢・地理 

2.1.1 地勢 

(1) 沿革 

平成 17年 2月 1日、茨城県東茨城郡常北町、桂村、西茨城郡七会村が合併し、東茨城郡城

里町が誕生した。面積は旧常北町が 52.36 ㎞ 2、旧桂村が 46.33 ㎞ 2、旧七会村が 63.04 ㎞ 2

で、合計 161.80㎞ 2となっている。 

 

図 2-1 城里町合併時の土地利用の方向性 

出典 第 2次城里町総合計画 

 

旧七会村 

旧桂村 

旧常北町 
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(2) 位置・地形 

本町は、茨城県の西北部に位置し、南は水戸市、笠間市、東は那珂市、北は常陸大宮市、

西は栃木県茂木町に接している。 

地形は、東側の平野地帯と、西側の標高 200ｍ前後の丘陵地帯に分かれ、那珂川や藤井川

など、多くの河川が流れている。 

面積は約 161㎢で、約 60％を森林が占めており、広大な森林や河川など、自然環境に恵ま

れた町である。 

 

 

図 2-2 城里町の位置 

 

(3) 気象 

年間平均気温は約 14℃、年間降水量は 1,181㎜、降雪は年数回程度と少なく、比較的過ご

しやすい地域である。 
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2.2 社会状況・経済状況 

2.2.1 人口推移 

本町の人口は、昭和 60年以降、平成 12年まで増加傾向にあったが、平成 12年以降は減少

に転じ、19,804人となっている。 

一方、世帯数は増加傾向にあり、核家族化が進んでいる。 

 

表 2-1人口・世帯数の推移 

 昭和 50 年 昭和 55 年 昭和 60 年 平成 2 年 平成 7 年 平成 12 年 平成 17 年 平成 22 年 平成 27 年 

人口(人) 20,460 20,461 20,437 20,721 21,979 23,007 22,993 21,491 19,800 

世帯数(世帯) 5,073 5,247 5,385 5,609 6,256 6,820 7,206 7,142 7,066 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3 人口・世帯数の推移 

出典：国勢調査 

 

20,460 20,461 20,437 20,721

21,979

23,007 22,993

21,491

19,800

5073 5,247 5,385
5,609

6,256

6,820
7,206 7,142 7,066

0 

2,000 

4,000 

6,000 

8,000 

10,000 

12,000 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

人口（人） 世帯数（世帯）



6 

2.2.2 将来人口 

2040年には、2015年比で 3割以上減少することが予想されている。また、生産年齢人口は 5

割弱の減少が見込まれている。 

 

 

図 2-4 城里町の総人口の推移 

出典：城里町人口ビジョン 
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2.2.3 人口分布 

本町では、常北東部地区（城里町役場本庁舎周辺、那珂西地区等）と桂地区の国道 123

号沿線で比較的人口密度が高くなっている。 

本町の人口は、2000 年をピークに減少傾向にある。また、地区別の人口構成比は、約

6 割が常北地区、約 3 割が桂地区、約 1 割が七会地区となっている。 

 

 

図 2-5 人口分布（500m×500m範囲） 

出典：平成 22年国勢調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-6 地区別人口 

出典：国勢調査（Ｈ27年は 3月 31日現在住民基本台帳） 
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2.2.4 高齢者及び高齢化率の人口分布 

65歳以上の高齢者人口は人口分布と同様に、城里町役場本庁舎周辺や那珂西地区、主に国

道 123号沿線に集中している。 

常北西部地区と桂地区において、高齢者が居住しており、路線バスが通っていない地域が

存在している。 

一方、高齢化率の進んでいる地域は、幹線道路から離れた錫高野や下古内、国道 52号沿い

の上入野などが 40%を超えているほか、町の中心部から西部の道路沿線でも高齢化率が高くな

っている。 

 

図 2-7 高齢者人口（65歳以上）分布（500m×500m範囲） 出典：平成 22年国勢調査 

 

図 2-8 高齢化率分布（500m×500m 範囲） 出典：平成 22年国勢調査 
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2.2.5 高齢者人口及び高齢化率 

本町では、年少人口、生産年齢人口が年々減少傾向にあり、一方で高齢人口が増加傾向に

ある。 

また、高齢者率は、平成 7年以降に 20％を超え、年々増加傾向にあり、平成 27年では 32％

まで増加している。 

 

2,675 2,952 3,176 3,828
4,631 5,255 5,676 5,979 6,314

13,368 13,407 13,253

13,190 13,476 14,077 14,165 12,991 11,504

4,417 4,102 4,008
3,703

3,872

3,675 3,152

2,520 1,986

13%
14%

16%

18%

21%
23%

25%

28%

32%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

高
齢
化
率
（
％
）

人
口
（
人
）

老年人口（人） 生産年齢人口（人） 年少人口（人） 高齢化率（％）

 

図 2-9 年代別人口 

※出典：国勢調査（各年 10月 1日現在） 
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2.2.6 交通特性 

(1) 周辺地域への流出・流入動向 

本町の通勤・通学における流動は、水戸市、常陸大宮市との結びつきが強い傾向にある。

また、流出のみに着目すると、ひたちなか市、笠間市も多い傾向にある。 

本町は特に、水戸市との結びつきが強く、通勤・通学合わせて、流出 3,546 人、流入 833

人となっており、町外への移動手段の確保は重要といえる。 

  

図 2-10 左）通勤における流動図 右）通学における流動図 

出典：平成 22年国勢調査 



11 

(2) 交通機関分担率 

本町の交通機関分担率は、自家用車の利用率が約 9 割となっており、茨城県平均や近隣市

と比較しても高い傾向にある。 

また、他市と比較すると、鉄道駅がないため鉄道の利用はほとんどなく、乗合バス（路線

バス）の利用率が高い傾向にある。 

本町では、公共交通機関は乗合バス（路線バス）、タクシー（デマンドタクシーを含む）の

みとなっており、丘陵地帯も多くあることから、自家用車への依存が高くなっている。 
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図 2-11 城里町及び茨城県、隣接市の利用交通機関分担率 

出典：平成 22年国勢調査 
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2.2.7 まちづくりの動向 

公共交通政策の実施にあたっては、今後のまちづくり政策との連携が求められる。 

そのため、現在の生活利便施設（行政・商業・医療施設等）の立地状況および、今後のま

ちづくりの動向について整理する。 

 

(1) 生活利便施設（行政・商業・医療施設等）の立地状況 

町役場および桂支所、七会支所周辺に公共施設や商業施設、医療施設が集中している。 

教育施設は、小学校が 5校、中学校が 2校、高等学校が 1校となっている。 

大規模小売店舗が 1 件（エコス城里ショッピングプラザ）立地しているおり、中心市街地

の外縁部の国道 123号沿線に位置している。 

 

 

図 2-12 施設の立地状況 

出典：商業施設はアンケート調査、それ以外の施設は国土数値情報等から作成 
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図 2-13 大規模商業施設の立地 

出典：城里町人口ビジョン（素案） 

都市計画区域 
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(2) 道路網 

道路網は、国道 123号、主要地方道 4路線、県道 5 路線の計 10路線が骨格となっている。 

国道 123 号は交通量の増加によりバイパス整備が進められている。県道は、一部未整備区

間があり、町道については幅員の狭い区間が多くあることから、計画的・段階的に整備を進

めていくとしている。 

表 2-2 幹線道路 

№ 路線名 路線番号 種 別 

① 国道 123 号 123 国道 

② 県道水戸・茂木線 51 主要地方道 

③ 県道日立・笠間線 61 県道 

④ 県道石岡・城里線 52 主要地方道 

⑤ 県道笠間・緒川線 39 主要地方道 

⑥ 県道錫高野・石塚線 246 県道 

⑦ 県道阿波山・徳蔵線 112 県道 

⑧ 県道鶏足山線 225 県道 

⑨ 県道真端・水戸線 113 主要地方道 

⑩ 県道赤沢・茂木線 212 県道 

⑪ 広域営農団地農道 - 農道 

 

 

図 2-14 道路網図 

出典：城里町資料、H22道路交通センサス 
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(3) 自動車交通の状況（保有状況、免許所有者数、免許返納状況等） 

城里町の自動車保有や免許保有は、隣接市（笠間市、常陸大宮市、那珂市）に比べて高い

水準となっている。 

8
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図 2-15 乗用車（自家用車）保有車両比較 
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図 2-16 １人あたり車両保有台数 

 
出典：国土交通省関東運輸局資料（H28.3） 

人口は平成２７年度国勢調査 
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図 2-17 運転免許保有者数 
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図 2-18 運転免許保有率 

 

出典：茨城県警察 
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3. 上位・関連計画におけるまちづくり・公共交通政策の方針 

上位・関連計画として「第 2 次城里町総合計画」及び「城里町過疎地域自立促進計画」、「城

里町まち・ひと・しごと創生総合戦略」、「水戸公共交通基本計画（素案）」、「茨城県央地域定住

自立圏共生ビジョン（素案）」では、町内の公共交通政策の方針について記載されており、これ

らの計画との整合を図る必要がある。各計画における記載内容を以下の表に抜粋して記載する。 

表 3-1 公共交通政策に関する記載内容（1/3） 

計画 内容 

第 2 次城里町総

合計画 

第 1 章 第 2 節 

 

■道路交通体系の整備 

【基本方針】 

 ・広域的な幹線道路の整備促進とともに、町内の主要道路の整備、狭隘

区間の解消により、高齢者や障害者に配慮した安全で快適な道路交通

環境の整備を推進します。 

・また、町民の日常の利便向上と様々な交流促進を図るため、公共交通

の維持と利用促進を図ります。 

【事業内容】 

○公共交通サービスの確保 

・既存の民間バスの維持、運行路線本数の確保を図るとともに、ふれあい

タクシーの積極的な利活用の推進、施設送迎バス・福祉バス・スクール

バス等との連携強化など、町民の需要に対応した総合的な公共交通シス

テムの構築を検討・推進します。 

（主な取り組み） 

-・民間バス維持の要請 

-・路線バス用駐輪場への補助金の交付 

■土地利用構想 

４．地域や資源間を結び交流を図る 3つの「軸」 

①都市・交流軸（道路、住宅地、その他の宅地など） 

 ・国道 123 号を中心とした水戸市につながる交流軸で、利用区分上、道

路、住宅地、その他の宅地などを含みます。国道沿道には住宅地や郊

外型商業などの生活関連機能が形成されており、住民の社会生活を支

える基軸とします。 
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表 3-2 公共交通政策に関する記載内容（2/3） 

計画 内容 

城里町過疎地域

自立促進計画 

3.交通通信体系の整

備、情報化及び地域

間交流の促進 

■交通通信体系の整備、情報化及び地域間交流の促進 

（１）道路 

① 地域間の連絡道とする町岩下倉見線・徳蔵こび山整備を推進する。 

（２）交通通信 

① 新たなマルチメディア時代によりふさわしい充実した行政・地域交

流ネットワークの形成を図る 

② 地域住民にとって必要な公共交通手段として、路線バスの維持活動

に努め、デマンド交通「ふれあいタクシー」の積極的な利活用を促

進する 

城里町まち・ひ

と・しごと創生総

合戦略 

基本方針 4-2 

 

■公共交通・交通ネットワークの強化を図る 

○人口減少、高齢化社会を見据え、地域の生活の中心となる小さな拠点

づくりを進めるとともに、地域間を連絡する交通ネットワークの形成や

公共施設の集約化を推進します。 

【具体的事業・施策】 

■路線バス運行補助事業 

地域住民の日常生活に必要な交通手段の確保を図る。 

■新交通システム（デマンド交通）運行支援事業 

高齢者などの交通弱者が公共施設や医療機関に容易に出かけやすい環

境を整備し、誰もが安心して暮らすことのできる地域社会の実現を図

る。 

■公共交通活性化事業 

公共交通機関の維持確保と再編、利用促進のための調査研究、市町村

間の連携強化、公共交通の利用促進・啓発等を実施する。 
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表 3-3 公共交通政策に関する記載内容（3/3） 

計画 内容 

茨城県央地域定

住自立圏共生ビ

ジョン（素案） 

5.具体的取組 

■結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 

【課題】 

・公共交通ネットワークを補完するための取組として、圏域内の多くの市

町村では、コミュニティバスやデマンド交通などの地域公共交通を導入

しており、一定の成果を見せているものの、より効果的な取組としてい

くためには、それぞれの市町村域だけでなく、交通圏域単位で取り組ん

でいくことが必要 

【取組】 

・公共交通空白地区等の解消を図るため、路線バスの本格運行を視野に入

れた地域公共交通の試験運行や、市町村域を超えた地域公共交通の運行

など、地域の実情に即した効果的な施策に取り組み 

旧七会中学校の

跡地利用整備に

関する協定 

 

◆平成 27年 3月末に廃校となった城里町立旧七会中学校の跡地利用 

◆七会支所と七会公民館を集約するとともに、水戸ホーリーホックのクラ

ブハウスを誘致（平成 30年 4月供用開始を目標） 

◆地域の活性化と行政の利便性向上・効率化を図る。 
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4. 公共交通の現状等 

4.1 公共交通の運行状況 

本町では、民間路線バスは本町の幹線道路である国道123号を南北に走る野口線、野口線

に並行する水戸駅から石塚車庫を結ぶ成沢線、七会地区から常北地区を東西に結ぶ路線バ

スが運行している。また、平成19年から町の支援によるふれあいタクシー（デマンドタク

シー）が運行開始され、小学校スクールバスと共に地域住民の生活の足を補完している。 

 

水戸市

笠間市

常北中学校

（停留所）
赤沢観音前

（停留所）
岩下入口

七会支所

城里町役場
城里町

③ 野口線

④ 成沢線

①岩下入口
～常北中学校

②赤沢観音前
～常北中学校

⑤ デマンド交通
『ふれあいタクシー』
城里町全域を運行

城里町公共交通体系図

（経由）
大網公民館

（経由）
小勝

那珂市

常陸大宮市

桂支所

路線バス
七会地区～常北地
区路線バス

⑨ 実証運行路線

その他の公共交通
タクシー
スクールバス
有償福祉運送

 

図 4-1 公共交通の運行状況 
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4.2 公共交通の利用状況 

4.2.1 路線バス利用状況 

(1) 利用者数 

野口線では、野口車庫を経由する路線において利用者数が安定（増加または横ばい）して

いる。また、成沢線では、H21年に利用者が増加しているが、その後は横ばい傾向である。野

口線は乗車密度が 5 人以上、成沢線は乗車密度が約 4 人となっており、一定の需要を取り込

んでいる状況である。 

※乗車密度：バス 1便あたりの平均利用者数で、始点から終点まで平均して常時バスに乗っている人数 

66,333
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浜田（営）～御前山車庫（四季彩館）
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図 4-2 野口線利用者数の推移 上）浜田営業所利用 下）水戸駅利用 

出典：交通事業者提供データ 
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図 4-3 成沢線利用者数の推移 

出典：交通事業者提供データ 
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七会地区～常北地区路線バスの利用状況は、学生が夏休み（７～８月）の時期を除くと利

用者数が安定している。また、休日においては、５月の時期に利用者が多く、その他の時期

は同程度である。 

【平日の利用状況】 

0.0 

5.0 

10.0 

15.0 

20.0 

25.0 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

H27年 H28年

乗
車
人
数
（
人
／
日
）

七会地区～常北地区の路線バス利用状況（平日）

常北中学校前～岩下入口間 （常北中学校前発） 常北中学校前～岩下入口間 （岩下入口発）

常北中学校 ～ 赤沢観音前間 （常北中学校前発） 常北中学校 ～ 赤沢観音前間 （赤沢観音前発）

 

【休日の利用状況】 
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25.0 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

H27年 H28年

乗
車
人
数
（
人
／
日
）

七会地区～常北地区の路線バス利用状況（休日）

常北中学校前～岩下入口間 常北中学校前発 常北中学校前～岩下入口間 岩下入口発

常北中学校 ～ 赤沢観音前間 常北中学校前発 常北中学校 ～ 赤沢観音前間 赤沢観音前発

 

図 4-4 七会地区～常北地区間路線バスの月別日単位利用者数（平成 27 年度） 

出典：交通事業者提供データ 
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平成 27年度において、常北中学校～赤沢観音前の方が、常北中学校～岩下入口より利用者

が多い。乗車密度は、赤沢観音路線が平日で約 3、休日で約 0.9、岩下入口路線が平日で約 2、

休日で 0.9未満となっている。 

 

【平日：赤沢観音前発】 
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【休日：赤沢観音前発】 
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図 4-5 七会地区～常北地区間路線バスの合計乗車人員及び乗車密度（平成 27年度） 

出典：交通事業者提供データ 
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【平日：岩下入口発】 
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【休日：岩下入口発】 
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図 4-6 七会地区～常北地区路線の合計乗車人員と乗車密度（平成 27年度） 

 

出典：交通事業者提供データ 
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4.2.2 実証運行路線（開江線）の利用状況 

利用状況は、往路が 478 人、復路が 529 人の計 1,007 人が利用し、乗車密度は 2.3 であった。

乗降バス停の特徴は以下の通りである。 

・平日赤塚発：赤塚駅で乗車し、済生会、役場、石塚車庫で降車する方が多い 

・平日石塚発：石塚車庫・済生会で乗車し、赤塚駅で降車する方が多い 

・休日赤塚発：赤塚駅で乗車し、石塚車庫・サテライト水戸で降車する方が多い 

・休日石塚発：石塚車庫・石原・サテライト水戸で乗車し、赤塚駅で降車する方が多い 

 

表 4-1 利用状況（31 日間） 

系統名 起点 経由地 終点   
路線

キロ 

乗車

人員 

運行

本数 

便当り

乗車人

員 

走行キ

ロ 
人キロ 

密度

* 

開江 赤塚駅 開江 
石塚 

車庫 

往路 19.0 478 124 3.8 2,356.0 5,203.2 2.2 

復路 19.0 529 124 4.2 2,356.0 5,711.3 2.4 

計   1,007 248 4.0 4,712.0 10,914.5 2.3 

 

 

◆乗降バス停状況 

【平日：石塚発】 

 

 

 

 

 

 

 

【平日：赤塚発】 
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◆乗降バス停状況 

【休日：石塚発】 

 

 

 

 

 

 

 

【休日：赤塚発】 

 

 

 

 

 

 

 

出典：交通事業者提供データ 
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4.2.3 ふれあいタクシー利用状況 

(1) 運行概要 

本町では、城里町社会福祉協議会が運行主体となるデマンドタクシーを、平成 19年度から

「ふれあいタクシー」として運行している。 

 

■城里町デマンド交通 ふれあいタクシー概要 

システム名称 城里町デマンド交通 愛称：「ふれあいタクシー」 

実施主体 城里町社会福祉協議会 

運行事業者 石塚観光自動車㈱ 

使用車両 ワゴン（ジャンボタクシー） 2台 定員 7名 

セダン（中型タクシー）   1台 定員 3名 

運行日 月曜日～金曜日（平日）の午前 8時から午後 4時（1時間に 1便） 

土・日曜日、祝日、年末年始（12/29～1/3）は運休 

運行時間 
 

午前 午後 

8：00 12：00 

9：00 13：00 

10：00 14：00 

11：00 15：00 

 16：00 

乗車形式 乗合 

利用料金 通常料金：１乗車につき 300円 

割引料金：１乗車につき 150円 

（割引料金の対象者は､障害者、要介護者、要支援者及びその介助者（１

名まで）） 

 
利用券は、300円券と 150円券の２種類 

10枚綴りもしくは１枚ずつ購入 

 

城里町役場まちづくり戦略課、桂支所、七会支所、ふれあいタクシー車

内にて販売 

登録者数 3,676人（平成 28年 5月現在） 

使用車両   
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運行エリア 城里町全域 

 

利用方法 ①事前に登録し、利用日の二日前から予約可能 

      ￬ 

②予約は、デマンドタクシー情報センターにて、受付 

      ￬ 

③予約者の自宅等へ送迎 
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(2) 利用者数 

1) 利用者数の推移 

年間の利用者数は、ピーク時（平成 20年度）は 17,430人であったが、平成 21年度からは

減少傾向となっており、平成 27 年度では 12,668 人となっている。また、１日あたりの乗車

人員も同様に、平成 20年以降減少しており、平成 23年度からは 60人を下回り、年々微減傾

向にある。 

登録者数は着実に増加しており、平成 27 年 3 月時点では、町内人口の約 17％が登録して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-7ふれあいタクシー利用状況（単位：人、人/日） 

出典：交通事業者提供データ 
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図 4-8ふれあいタクシー登録者数の推移 

出典：交通事業者提供データ 
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2) 地区別、年代別利用者数 

平成 27 年度の利用者数は、常北地区で約 7,000 人、桂地区で約 4,000 人、七会地区で約

2,000人、合計 13,000人である。利用者の年齢層は、常北地区、桂地区では 70～90代、七会

地区では 60～90代が多く、利用時間帯は、3地区とも 9時～12時での利用が多い傾向にある。 

 

 

6,934
4,047

2,105

70

地区別利用者数

常北

桂

七会

不明

 

図 4-9地区別の利用者数（平成 27年度） 

出典：交通事業者提供データ 
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図 4-10年齢別利用者数 

出典：交通事業者提供データ 
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図 4-11時間帯別利用者数 

出典：交通事業者提供データ 
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3) 便当たりの平均利用者数 

便当たりの平均利用者数は、約 2～3（人/便）である。ふれあいタクシーは、定員 7 人の

ジャンボタクシーが 2台、定員 3人の中型タクシーが 1台で運用しており、最大 1時間に 17

人利用することができる。 
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図 12 便当たりの平均利用者数（平成 27年度） 

 

4) 高齢者人口当たりの登録者数および日利用者数 

高齢者人口当たりの日利用者数は、60代で 0.13%、70代で 0.56%、80 代で 1.43％である。 
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図 13 高齢者人口当たりの日利用者数の割合（平成 27 年度） 

※人口：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来人口推計」 

合計：6.8（人/便） 
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5) 乗降場所 

地区別の乗降場所は、常北、桂地区では、9 時～11 時に自宅を出発し、病院や公共施設を

目的地としている方が多く、七会地区では、他の 2 地区と比較して公共施設や商店の利用が

少ない傾向がある。 
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図 4-14地区別の乗降者場所【常北地区】 

出典：交通事業者提供データ 
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図 4-15地区別の乗降者場所【桂地区】 

出典：交通事業者提供データ 
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図 4-16地区別の乗降者場所【七会地区】 

出典：交通事業者提供データ 
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ふれあいタクシーの行き先としては、石塚地方病院、エコス城里店、ホロルの湯等が多い

傾向にある。また、常北線では石塚地方病院、ホロルの湯、桂線、七会線ではしらべクリニ

ック、七会診療所等病院が多い傾向にある。 
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図 4-17デマンドタクシーについて（自宅以外の行き先ランキング：上位 10位） 

出典：交通事業者提供データ 
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4.2.4 スクールバスの利用状況 

(1) 運行概要 

城里町のスクールバスは常北小学校で 3 台、桂小学校で 3 台、七会小学校で 2 台で運行し

ている。 

（常北小学校スクールバス） 

 

（桂小学校スクールバス） 

 

（七会小学校スクールバス） 

 

図 4-18スクールバス運行状況 
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4.2.5 福祉有償運送・タクシーの利用状況 

(1) 運行概要 

福祉有償移送サービスは 2台で運行しており、週に 2～3名程度の利用があり、利用者は増

加している。 

タクシーは、石塚観光自動車、石塚駅前タクシーが運行しており、石塚観光で 5 台、石塚

駅前タクシーで 4台である。 

 

1) 福祉有償運送 

 

運行状況 
○２台運行 

○運転士は８名登録している。有償ボランティア 

利用状況 

○週に２～３名程度の利用がある。利用者は増えている。 

○平日の利用が多い。 

○町内の移動、水戸市内の病院への移動が多い。 

○午前は総合病院、午後は町医者への移動が多い。 

○利用者を障害手帳保持者、要介護者に限定している。 

 

2) タクシー 

事業者：石塚観光自動車、石塚駅前タクシー 

 

保有車数（石塚観光） ・普通車：２台、ジャンボタクシー：３台 

保有車数（石塚駅前） ・普通車：４台 



37 

4.3 利用者の意向等に関する調査 

公共交通の利用状況を把握するために、普段の移動状況について住民アンケート、交通事業

者・施設運営者に対してヒアリング調査、高齢者に対してグループインタビュー、開江線実証

運行に対するアンケート調査を実施した。 

 

4.3.1 移動に関する住民アンケート調査 

(1) 調査概要 

本町の住民に対して普段の移動に関してアンケート調査を実施した。住民アンケート調査

の概要は以下に示す通りである。 

表 4-2 移動に関する住民アンケート調査の概要 

調査目的 ・町民の日常の外出移動の実態や問題点、公共交通の利用状況、運

行システムの問題点等、利用者側から見たさまざまな情報の把

握。 

・交通空白地帯への対応策として、デマンドタクシーがすでに約 10

年運行されていることを受け、町全体の移動の全体像を把握し、

公共交通網の課題を抽出し、網形成のあり方を検討すること。 

調査対象 ・高校生以上の町民を対象（2,000 名に配布） 

・地区別・年齢別に層別抽出 

・七会地区に関しては、サンプル確保を目的として、他の地区より

も抽出率を高く設定。 

調査方法 ・町民への郵送配布・郵送回収 

調査項目 ・個人属性及び外出行動 

・日常的な移動実態 

・既存の公共交通路線の利用状況 

・廃止代替バスの廃止に伴う影響 

調査時期・実施状況 【調査時期】 

・平成２８年１０月上旬配布 

・平成２８年１０月下旬回収 

 

【実施状況（回収）】 

・775 票回収（回収率 38％） 

※有効回答票：749 票 
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(2) 全体集計結果概要 

アンケートの集計概要は以下に示す通りである。また、各項目の集計結果は次頁以降に示す。 

表 4-3 アンケートの集計概要 

設問 内容 集計概要 

問 1 個人属性 ・各年代、属性から均等に回答が回収できている 

・自動車免許、保有率が高く、また世帯で車を運転できる方も多い傾向にある。 

問 2 外出行動 ・最寄りのバス停が遠い方が多い傾向にある 

・利用駅は水戸駅が多く、また、駅までは自動車（送迎）利用が多い傾向にある。 

⇒公共交通（路線バス）の利用が少ない傾向 

問 3 日常の買い物 ・目的地は、町内ではエコス城里が多く、町外ではイオンへの利用が多い。 

・出発、帰宅の時間帯に偏りはなくどの時間帯も均等である。 

・移動手段としては、自動車（送迎含む）が大半であり、その他は自転車利用である。 

・利用条件については、運賃の問題が他の項目と比較して若干多い傾向にある。 

⇒買い物目的では公共交通利用が少ない傾向 

⇒利用条件としては、運賃の問題が考えられる 

問 4 病院・医院 ・目的地は、しらべクリニック、七会診療所等への利用が多い。 

・出発、帰宅の時間帯は、午前中が多い傾向にある。 

・移動手段としては、自動車（送迎含む）が大半であり、その他は自転車利用である。 

・利用条件については、運賃の問題が他の項目と比較して若干多い傾向にある。 

⇒病院・通院では公共交通利用が少ない傾向 

⇒利用条件としては、運賃の問題が考えられる 

問 5 通勤・通学 ・目的地は、町内では常北地区、町外では水戸市が多い傾向にある。 

・出発の時間帯は 7～8時台、帰宅の時間帯は 17時～19時台に集中している 

・移動手段としては、自動車（送迎含む）が大半であり、その他は自転車、バス利用である。 

・利用条件については、運賃の問題が他の項目と比較して若干多い傾向にある。 

⇒通勤・通学では公共交通利用が少ない傾向 

⇒他の利用目的よりはバス利用が多い傾向 

問 6 趣味・レジャー ・目的地は、町内は温泉、ゴルフ場、公民館、町外はイオン、水戸市等への利用が多い。 

・出発の時間帯は 9～10時台、帰宅の時間帯は 15時～19時台に集中している。 

・移動手段としては、自動車（送迎含む）が大半であり、その他は自転車、鉄道利用である。 

・利用条件については、どの項目についても利用するとの回答が約５割である。 

⇒趣味・レジャーでは公共交通利用が少ない傾向 

問 7 路線バス利用

状況 

・利用状況は回答者の約 1割であり、年に数回の利用頻度の方が約 5割と利用状況は低

い。 

・利用可能性は、約 9割が利用すると回答している。 

⇒課題としては、運行本数、最終便の時間帯、目的地までの時間等の課題が挙げられる 

デマンドタクシ

ー利用状況 

・デマンドタクシー利用者は少なく、年に数回の利用頻度の方が多く、利用状況は低い。 

・利用可能性は、約 10割の方が利用すると回答している。 

⇒課題としては、予約方法、予約が面倒等の予約面での課題が挙げられる 

七会地区路線

バス利用状況 

・七会地区路線バス利用者は少なく、年に数回の利用頻度の方が多く、利用状況は低い。 

・利用可能性は、約 10割の方が利用すると回答している。 

⇒課題としては、本数や目的地等での課題が挙げられる 

廃止代替路線

利用状況 

・年に数回利用している方が 12人回答している。 

・廃止の影響はないとの回答が約 5割である。 

 



39 

(3) 高齢者に関する集計結果概要 

高齢者に着目したアンケートの集計概要は以下に示す通りである。また、各項目の集計結果は次頁以降に示す。 

表 4-4 アンケートの集計概要（1/2） 

 

設問 内容 
集計概要 

全体地区 常北地区 桂地区 七会地区 

問 1 個人属性 ・若干女性が多いが、均等に回収できている。 

・職業は無職、自営業、専業主婦（主夫）の方が多

い傾向にある 

・免許保有率が約 8割と高く、保有台数も多い傾

向にある 

・女性の回答が約 6割と若干多い傾向にあるが、

均等に回収できている。 

・職業は、無職、専業主婦（主夫）が多い傾向にあ

る。 

・免許保有率が約 8割と多く、また、保有台数も多

い傾向にある。 

・男性、女性ともに均等に回収できている 

・職業は、無職、自営業、専業主婦（主夫）の方が

多い傾向にある。 

・免許保有率が約 8割と多く、また、保有台数も多

い傾向にある。 

・男性、女性ともに均等に回収できている 

・職業は、無職、自営業の方が多い傾向にある。 

・免許保有率が約 8割と多く、また、保有台数も多

い傾向にある。 

問 2 外出行動 ・約 9割の方が一人で外出が可能と回答 

・最寄りバス停までは、バス停までの距離が近い方

（5分以内）が約 4割とバス停までの距離が遠い

方が多い傾向にある。 

・水戸駅の利用が最も多く、次いで友部駅が多い

傾向にある。 

・移動手段は、自家用車（送迎含む）が約 8割と多

く、バス利用者は約 1割程度である。 

・約 9割の方が一人で外出が可能と回答 

・最寄りバス停までは、バス停までの距離が近い方

（5分以内）が約 4割とバス停までの距離が遠い

方が多い傾向にある。 

・水戸駅の利用が最も多く、次いで赤塚駅が多い

傾向にある。 

・移動手段は、自家用車（送迎含む）が約 7割と多

く、バス利用者は約 2割程度である。 

・約 9割の方が一人で外出が可能と回答 

・最寄りバス停までは、バス停までの距離が近い方

（5分以内）が約 3割とバス停までの距離が遠い

方が多い傾向にある。 

・水戸駅の利用が最も多く、次いで赤塚駅が多い

傾向にある。 

・移動手段は、自家用車（送迎含む）が約 8割と多

く、バス利用者は約 1割程度である。 

・約 9割の方が一人で外出が可能と回答 

・最寄りバス停までは、バス停までの距離が近い方

（5分以内）が約 5割となっている。 

・友部駅の利用が最も多く、次いで笠間駅が多い

傾向にある。 

・移動手段は、自家用車（送迎含む）が約 9割と多

い。 

問 3 日常の買い物 ・週に 3日以上の利用者が約 5割と買い物の頻度

は高く、土日、平日では火曜日が多い傾向にあ

る。 

・町内はエコス城里店が多く、町外ではイオン笠間

が多い傾向にある。 

・時間帯は、朝（9～10時台頃）～昼（15～16時台

頃）が多い傾向にある。 

・自家用車（送迎含む）利用が約 9割と多く、約 1

割は自転車を利用している。 

・利用可能性については、他の項目と比較すると

若干運賃に関するものが多い傾向にある。 

・週に 3日以上の利用者が約 6割と買い物の頻度

は高く、土日、平日では火木曜日が多い傾向に

ある。 

・町内の店舗が多く、エコス城里店、Ａコープ石塚

店が多い傾向にある。 

・時間帯は、朝（9～10時台頃）～昼（15～16時台

頃）が多い傾向にある。 

・自家用車（送迎含む）利用が約 8割と多く、約 1

割は自転車を利用している。 

・利用可能性については、他の項目と比較すると

若干運賃、運行本数に関するものが多い傾向に

ある。 

・週に 3日以上の利用者が約 3割と買い物の頻度

は低く、日曜日、平日では火曜日が多い傾向に

ある。 

・町内の店舗が多く、エコス城里店、Ａコープ阿波

山店が多い傾向にある。 

・時間帯は、どの時間帯も均等である。 

・自家用車（送迎含む）利用が約 9割と多い。 

・利用可能性については、他の項目と比較すると

若干運賃、路線の方向に関するものが多い傾向

にある。 

・週に 3日以上の利用者が約 4割と買い物の頻度

は低く、日曜日、平日では水曜日が多い傾向に

ある。 

・町外の店舗が多く、イオン笠間店が多い傾向に

ある。 

・時間帯は、朝（9～10時台頃）～昼（15～16時台

頃）が多い傾向にある。 

・自家用車（送迎含む）利用が全てである。 

・利用可能性については、利用可能性があると回

答した方が約 4割と低い傾向にある。 

問 4 病院・医院 ・1カ月に 1回、年に数回と頻度は低い。 

・目的地は、しらべクリニック、七会診療所、水戸済

生会病院が主である。 

・時間帯は、午前中の利用が多い傾向にある。 

・自家用車（送迎含む）利用が約 9割と多い。 

・利用可能性については、他の項目と比較すると

時間帯、路線の方向、運賃に関するものが若干

多い傾向にある。 

・1カ月に 1回、年に数回と頻度は低い。 

・目的地は、石塚地方病院、水戸済生会病院が主

である。 

・時間帯は、午前中の利用が多い傾向にある。 

・自家用車（送迎含む）利用が約 8割と多く、バス

利用が約 1割である。 

・利用可能性については、利用可能性があると回

答した方が約 6割と高い傾向にある。 

・1カ月に 1回、年に数回と頻度は低い。 

・目的地は、しらべクリニックが主である。 

・時間帯は、午前中の利用が多い傾向にある。 

・自家用車（送迎含む）利用が約 9割と多い。 

・利用可能性については、他の項目と比較すると

時間帯、路線の方向、運賃に関するものが若干

多い傾向にある。 

・1カ月に 1回、年に数回と頻度は低い。 

・目的地は、七会診療所が主である。 

・時間帯は、午前中の利用が多い傾向にある。 

・自家用車（送迎含む）利用が全てである。 

・利用可能性については、他の項目と比較すると

時間帯、路線の方向に関するものが若干多い

傾向にある。 
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表 4-5 アンケートの集計概要（2/2） 

設問 内容 
集計概要 

全体地区 常北地区 桂地区 七会地区 

問 5 通勤 ・週に3日以上が約9割と頻度は高く、水戸市へ通

勤されている方が多い傾向にある。 

・時間帯は、7～8時台～17～18時台頃が多い傾

向にある。 

・自家用車（送迎含む）利用が約 9割と多く、約 1

割は自転車・バスを利用している。 

・利用可能性については、他の項目と比較すると

運賃に関するものが若干多い傾向にある。 

・週に3日以上が約9割と頻度は高く、水戸市へ通

勤されている方が多い傾向にある。 

・時間帯は、7～8時台～17～18時台頃が多い傾

向にある。 

・自家用車（送迎含む）利用が約 8割と多く、約 2

割は自転車・バスを利用している。 

・利用可能性については、他の項目と比較すると

運賃に関するものが若干多い傾向にある。 

・週に 3日以上が約 9割と頻度は高く、水戸市、桂

地区へ通勤されている方が多い傾向にある。 

・時間帯は、7～8時台～17～18時台頃が多い傾

向にある。 

・自家用車（送迎含む）利用が約 9割と多い。 

・利用可能性については、他の項目と比較すると

運賃に関するものが若干多い傾向にある。 

・週に 3日以上が 10割と頻度は高く、水戸市、へ

通勤されている方が多い傾向にある。 

・時間帯は、7～8時台～17～18時台頃が多い傾

向にある。 

・自家用車（送迎含む）利用が 10割と多い。 

・利用可能性については、他の項目と比較すると

運賃、乗り継ぎに関するものが若干多い傾向に

ある。 

問 6 趣味・レジャー ・週に 1日以上が約 5割である。 

・時間帯は、9～10時台～15～16時台頃が多い傾

向にある。 

・自家用車（送迎含む）利用が約 9割と多い。 

・利用可能性については、利用可能性があると回

答した方が約 6割と高い傾向にある。 

・週に 1日以上が約 5割である。 

・時間帯は、9～10時台～15～16時台頃が多い傾

向にある。 

・自家用車（送迎含む）利用が約 9割と多い。 

・利用可能性については、利用可能性があると回

答した方が約 6割と高い傾向にある。 

・週に 1日以上が約 6割である。 

・時間帯は、9～10時台～13～14時台頃が多い傾

向にある。 

・自家用車（送迎含む）利用が約 9割と多い。 

・利用可能性については、利用可能性があると回

答した方が約 7割と高い傾向にある。 

・週に 1日以上が約 4割である。 

・時間帯は、9～10時台頃が多い傾向にある。 

・自家用車（送迎含む）利用が約 9割と多い。 

・利用可能性については、利用可能性があると回

答した方が約 3割と低い傾向にある。 

問 7 路線バス利用

状況 

・利用している方は約 1割と低い傾向にある 

・利用頻度も1カ月に1回、年に数回と低い傾向に

ある。 

・利用可能性があると回答された方は約 10割と高

い。 

・運行本数、所要時間、バス停までの距離等の課

題が挙げられる。 

・利用している方は約 2割と低い傾向にある 

・利用頻度も 1カ月に 1回、年に数回と低い傾向に

ある。 

・利用可能性があると回答された方は約 10割と高

い。 

・運行本数、所要時間、バス停までの距離等の課

題が挙げられる。 

・利用している方は約 1割と低い傾向にある 

・利用頻度も 1カ月に 1回、年に数回と低い傾向に

ある。 

・利用可能性があると回答された方は約 10割と高

い。 

・運行本数、所要時間、バス停までの距離等の課

題が挙げられる。 

・利用している方はいない 

・方向、運行本数等の課題が挙げられる。 

 

デマンドタクシ

ー利用状況 

・利用している方はほとんどいない 

・利用頻度も年に数回と低い傾向にある。 

・利用可能性があると回答された方は約 10割と高

い。 

・予約方法、乗り方、予約が面倒等の予約に関す

る課題が挙げられる。 

・利用している方はほとんどいない 

・利用頻度も週に 3～4回である。 

・利用可能性があると回答された方は約 10割と高

い。 

・予約方法、予約が面倒等の予約に関する課題が

挙げられる。 

・利用している方はいない 

・運行時間、予約方法等に関する課題が挙げられ

る。 

・利用している方はほとんどいない 

・利用頻度も年に数回と低い傾向にある。 

・利用可能性があると回答された方は約 10割と高

い。 

・所要時間、予約が面倒等に関する課題が挙げら

れる。 

七会地区路線

バス利用状況 

・利用している方はほとんどいない 

・利用頻度も年に数回、週に 5日以上利用者がい

る。 

・利用可能性があると回答された方は約 10割と高

い。 

・路線の方向、バス停までの距離、運行本数、所

要時間等の課題が挙げられる。 

・利用している方はほとんどいない 

・利用頻度は週に 5日以上利用者がいる。 

・利用可能性があると回答された方は約 10割と高

い。 

・所要時間等の課題が挙げられる。 

・利用している方いない 

・バス停までの距離等の課題が挙げられる。 

・利用している方はほとんどいない 

・利用頻度も年に数回の利用者がいる。 

・利用可能性があると回答された方は約 10割と高

い。 

・路線の方向、運行本数等の課題が挙げられる。 

廃止代替路線

利用状況 

・利用していなかった方が大半である。 

・影響はないと回答した方が多い 

・利用していなかった方が大半である。 

・影響はないと回答した方が多い 

・利用していなかった方が大半である。 

・影響はないと回答した方が多い 

・利用していなかった方が大半である。 

・影響はないと回答した方が多い 
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4.3.2 交通事業者・施設ヒアリング調査 

(1) 調査概要 

本町の交通事業者、施設に対して公共交通に関してヒアリング調査を実施した。交通事業

者、施設へのヒアリング調査の概要は以下に示す通りである。 

表 4-6 交通事業者・施設ヒアリング調査概要 

調査目的 ・交通機関別の利用実態及び、運行・運営上の問題点や改善提案等、

サービス供給側から見たさまざまな情報を把握すること。 

・移動の目的施設側から見た町民の移動実態や、各施設の利用特性

等（利用時間帯や滞在時間、利用者像、アクセスの問題点等）を

把握すること。 

調査対象 ・交通事業者（路線バス事業者（運転士含）、タクシー事業者、デ

マンド交通運行受託者・管理者、福祉有償運送運行主体 等） 

・町民の利用が多い施設の管理者（アンケート結果を基に抽出） 

調査方法 ・訪問ヒアリング調査を実施し、対話式で聞きとり 

調査項目 ・属性 

・現状の把握（運行、利用状況、運行体系、事業規模、管理体制等） 

・抱える課題 

・他機関との連携可能性 

調査時期・実施状況 【調査時期】 

・平成２８年１1 月 

 

【実施状況（対象）】 

・茨城交通、石塚観光自動車（タクシー、デマンドタクシー）、社

会福祉協議会（デマンドタクシー）、石塚観光自動車（スクール

バス）、 

・ホロルの湯、エコス城里、しらべクリニック 
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(2) 調査結果概要 

1) 交通事業者ヒアリングに基づく課題 

課題 ヒアリングで挙げられた解決策 

高齢者に対する公共交通の利用促進 バスの認知度向上、バリアフリー化、

漫遊パスの販売促進等 

フィーダー路線の利用者増（現状は中学生利用に

特化） 

― 

デマンドと路線バスの乗り継ぎ促進 ― 

拠点となるバス停設備の改善 上屋の設置等 

デマンドタクシーのオペレータの後継者 ― 

デマンドの予約を断ることがある。定員に満たな

い時点で断ることがある。（ただし、週に１回未

満） 

運行方法の見直し、細やかな改善 

拠点施設の巡回等、新たな運行形態の

検討 

高齢者の憩いの場（カラオケ等）がなくなってい

る 

― 

デマンド登録者の利用促進 利用者のネットワーキング 

デマンドの待合場所の確保 利用者の多い拠点における、待合施設

（サロン）の整備 

スクールバス、福祉有償運送の持続可能性 ― 

 

2) 施設からみた課題 

課題 ヒアリングで挙げられた解決策 

ホロルの湯のアクセス 町内施設との連絡強化、送迎バスの活

用 

エコスの移転による既成市街地の活力低下 石塚車庫バス停周辺の拠点化 

スーパーの宅配への対応 ― 

デマンドのタイミングが合わないことがある（早

く来てしまって乗れない、病院の受付時間外に来

る） 

運行方法の見直し、細やかな改善 

 

自家用車、バイクの利用者の場合、駐車場内での

事故や暗くなってからの事故が懸念 

― 
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4.3.3 高齢者グループインタビュー調査 

(1) 調査概要 

本町に住んでいる高齢者に対して公共交通に関してグループインタビュー調査を実施した。

高齢者へのグループインタビュー調査の概要は以下に示す通りである。 

 

表 4-7 高齢者グループインタビュー調査概要 

調査目的 ・路線バスやデマンドタクシーの実際の利用者及び潜在的利用者

（公共交通利用転換が考えられる層）である高齢者に対して、現

在の利用実態や具体的なニーズ、運行システムの評価・改善点な

どを把握すること。 

調査対象 ・高齢者 

調査方法 ・グループインタビュー形式 

調査項目 ・行動実態（公共交通の利用） 

・移動における課題 

・運行システム（行先、運行日、時間帯・本数、運賃、乗継等）の

評価、改善要望（利用条件） 

調査時期・実施状況 【調査時期】 

・平成２８年１0 月 

 

【実施状況（対象）】 

・3 地区（常北、桂、七会）×7 名 
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(2) 調査結果概要 

高齢者グループインタビュー調査結果の概要を以下に示す。 

表 4-8 高齢者グループインタビュー調査概要 

地区 常北地区 桂地区 七会地区 

移動手

段 

・デマンド交通が大半である 

・自転車やバイクはやめてしまっ

ている 

・買い物は家族の車でも行く 

・デマンド交通が大半である 

・定期的な利用 

・デマンド交通が大半である 

・子どもの送迎に活用 

移動先 ・エコス、A コープ 

・しらべクリニック、広沢クリニック 

・ホロルの湯 

・エコス、A コープ 

・しらべクリニック、慶友整形外科 

・家族が買い物してくれる 

・家族と水戸、笠間、茂木に買い

物 

・移動販売や生協を活用 

・七会診療所、ひろさわクリニック 

・入院している家族の世話 

デマン

ドへの

要望 

【範囲】 

・町外への運行 

※笠間ジャスコ、内原イオン、水

戸市内の病院 

 

【曜日】 

・土曜の運行 

 

 

【料金】 

・500円までなら可能 

【時間】 

・17時まで運行 

【範囲】 

・町外への運行 

※大宮へ買い物や病院（城里町

にない診療科）、水戸のデパ

ートや友人宅 

【曜日】 

・土日曜の運行 

※ホロル、役場のイベント、入院

中の家族の元へ 

【料金】 

・300円～500円までなら可能 

【時間】 

・17時まで運行 

※水戸に行く時は 19時まで 

【その他】 

・デマンドを待つ場所が欲しい 

【範囲】 

・町外への運行 

※笠間のジャスコ 

 

 

【曜日】 

・土曜の運行 

※七会診療所、入院中の家族の

元へ 

【料金】 

・400円～500円までなら可能 

【時間】 

・現状のまま 

 

【その他】 

・荷物も運んでくれるのがうれしい 

・デマンドの乗り継ぎが不便 

路線バ

スへの

要望 

・成沢線の運行頻度 

・バスが安くなったとしてもデマン

ドがいい。バス停まで歩きたく

ない。 

・待ち時間が辛い ・バス停まで歩きたくない。 

・フィーダー路線も乗らない。 

その他 ・タクシーにはあまり乗らない。 ・天候の悪い時にタクシーを使用 － 
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(3) 意見一覧 

1) 常北地区の方の意見 

  普段の移動手段 買い物、通院 その他の施設への移動 
デマンドについて 

バスについて タクシーについて 
運行範囲 曜日 運賃 運行時間 その他 

Ａ 

・近くへ行くときはデマ
ンド、遠くは息子・嫁
夫婦に送ってもらう
（足を骨折し、自転車
をやめた） 

【買い物】 

・エコス、カワチ薬局（息子の車） 

【病院】 

・石塚地方病院におし車で、渡里
町の皮膚科に息子の車で行く 

・友人の家（デマンド） 

・ホロルの湯（デマンド） 

・水戸・笠間・大宮（娘の
車で週一） 

  ・土曜 ・500 円         

Ｂ ・ほぼデマンド 

【買い物】 

・エコス（デマンド） 

【病院】 

・2 か月に一度内科へ 

・ホロルの湯（週 6 日）
にデマンドで行く 

  
・土曜（土日は娘

の車で生活） 
・400 円   

・今のデマンドの運
転手が優しい、親
切という印象 

    

Ｃ 

・今は自転車を利用（免
許更新時に、バイクを
やめた） 

【買い物】 

・セイコーマート（自転車）と内
原ジャスコ（娘と週一） 

・ホロルの湯で野菜を買うことも
ある。 

【病院】 

・ひろさわクリニックに月１回（徒
歩か自転車） 

・月に 1～2 回水戸の京成
に行く（行きは 9：59

のバス） 

・ホロルの湯（デマンド） 

・茨大や内原ジャ
スコ 

・土日（笠間など
にも一人で行
きたい） 

・場所によって料
金変えてほし
い 

・ホロルまでは
400 円、エコス
までは 500 円、
内原ジャスコ
なら 500 円ま
で許せる 

・17 時まで 

・ホロルの湯に行く
ときはデマンド
が一人で貸切り
の時がある 

・デマンドの予約が
1 分でも過ぎると
駄目なのがきつ
い 

・デマンドにおける
到着時間の誤差
は気にならない 

・玄関まで来てくれ
てありがたい 

・朝 9：59 のバスで
水戸の京成へ行
くことがある。帰
りは野口線利用。 

・せめて 2 時～3 時
にほしい（成沢
線） 

・年に一回も乗らな
い 

・交通手段がタクシ
ーしかない時の
み利用 

Ｄ ・バイク 

【買い物】 

・一人でエコスかＡコープ（バイ
ク） 

【病院】 

・石塚地方病院、水戸の医療セン
ター（行きは息子の車、帰りは
バス） 

・古内、七会（デマンド）、
大網（バイク） 

・常北公民館老人会に行く
（年 8 回、全 36 名で講
義や研修を実施） 

※36 名のうち公民館にデ
マンドで来る人は 1～2

人で、ほぼ車で乗り合わ
せてくる人ばかり 

・水戸の病院 

・土日（城里など
で体操指導が
あるときに便
利） 

・距離に比例した
料金にしてほ
しい 

・デマンドは片道
500 円までな
ら許せる 

・朝 7 時からほし
い（水戸の病院
に行くときの
ため） 

・17 時まで 

・沢山診療所の受付
がデマンドで来
たと言うと帰り
のデマンドも予
約してくれる 

・バスの来る時間が
一時間に一本の
ため、病院の帰り
に一本乗り遅れ
ると 1 時間待たな
いといけない 

  

Ｅ 

・徒歩か自転車（家族か
ら反対があり、バイク
をやめた） 

【買い物】 

・かくらい商店（自転車） 

・Ａコープなどの買い物はほぼ息
子たちに任せている 

【病院】 

・ひろさわクリニックに月一回（デ
マンド） 

  ・笠間のジャスコ 

・土曜（ひろさわ
クリニックに
行きたい） 

・500 円 ・17 時まで       

Ｆ ・デマンド 

【買い物】 

・2～3 か月に一回エコス・Ａコー
プ（デマンド） 

・娘が来たときに、友部の大型店
舗に行く 

【病院】 

・しらべクリニックに月 1～2 回
（デマンド） 

    ・土曜 ・500 円 ・17 時まで   

・バスは乗り場まで
歩かないといけ
ないので辛い 

・バスが安くてもデ
マンドが良い 

  

Ｇ ・三輪車で生活 

【買い物】 

・1 カ月に数回エコス（デマンド） 

【病院】 

・ひろさわクリニックに 2 カ月に
1 回程度（デマンド） 

・旅行に行ったり、石塚や
笠間に出かける 

・笠間のジャスコ ・土曜 ・500 円 ・17 時まで       



46 

 

2) 桂地区の方の意見 

 
普段の移動手段 買い物、通院 その他の施設への移動 

デマンドについて 
バスについて タクシーについて 

運行範囲 曜日 運賃 運行時間 その他 

Ａ ・デマンドタクシー 

【買い物】 
・A コープには週 1回（デマンド） 
【病院】 
・水戸日赤病院に月に 1 回から 3
か月に 1 回（デマンド、路線バ
ス、帰りはタクシー） 

・プールでリハビリ（デマ
ンド） 

・水戸（デパート） 
・土日（ホロルの

湯のイベント） 
・300 円（150 円
から） 

・19 時（水戸に
行った時に帰
れない、しらべ
クリニックの
終わりに時間
が遅い時） 

 

・待つために長く立
っているのが困
難 

・役場で待つように
したりしている。 

 

Ｂ ・デマンドタクシー 

【買い物】 
・週 3～4 回エコスか A コープ（デ

マンド） 
【病院】 
・水戸済生会総合病院は月に 10 回

以上（路線バス） 

・月 1回役場 
・健康診断（デマンド） 
・1月に 1回か 2回、京成

百貨店 

・大宮 
・土日（ホロルの

湯のイベント） 
・250 円（150 円
から） 

・19 時（水戸に
行った時に帰
れない） 

 

・水戸済生会病院行
きの本数を増や
してほしい 

・娘が大雨の日に学
校から帰ってく
るとき 

Ｃ 
・デマンドタクシー 
・タクシー 

【買い物】 
・週 1 回 A コープ、エコス（デマ
ンド） 

・買い物はメインは生協 

・石塚には（タクシー） 
・役所は（デマンド） 
・郵便局には月に 1回 

 
・土日（旦那の病

院に） 
・400 円 

 

・乗れないときは、
エコスの中で待
つ 

  

Ｄ 
・デマンドタクシー 
・シニアカー 

【買い物】 
・月に 2 回くらいエコス（デマン
ド） 

・生協もやっている 
 

・大宮（スーパー
（ヒロセヤ）や
携帯屋） 

・水戸（親戚や友
達） 

・土日にほしい
（ホロルの湯
のイベント、役
場のお祭り（広
場や常北中）） 

・300 円 ・17時 

・しらべクリニック
の帰り、14 時の便
がいっぱいだっ
た 

・しらべクリニック
や郵便局は、デマ
ンド等を待って
いる場所がない。 

・乗れないときは、
エコスの中で待
つ 

  

Ｅ 
・デマンドタクシー 
・家族の車 

【買い物】 
・お休みの日に Aコープ（車） 
【病院】 
・しらべクリニック（家族の送迎、

デマンド） 

・敬老会 ・大宮（小沢眼科） 
・土日（土曜の午

前中にしらべ
クリニック） 

・300 円（150 円
から） 

・17時 
   

Ｆ 
・デマンドタクシー 
・バス 

【病院】 
・しらべクリニックや歯医者（デ
マンド） 

・3 か月に 1 回水戸の病院（路線
バス） 

・慶友整形外科に週 1 回（送迎） 

 
・大宮（買い物） ・土日 ・300 円 ・17時 

   

Ｇ 
・デマンドタクシー 
・バス 

【買い物】 
・エコス（デマンド） 
【病院】 
・大宮の大曽根内科には月 1 回（送

迎） 
【その他】 
・週 2 回サテライト（デマンド、
路線バス、シャトルバス） 

  
・土日（遊び） ・500 円 ・17時 
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3) 七会地区の方の意見 

 
普段の移動手段 買い物、通院 その他の施設への移動 

デマンドについて 
バスについて タクシーについて 

運行範囲 曜日 運賃 運行時間 その他 

Ａ 

・デマンド、息子の嫁の
車（以前は、バイクに
乗っていたが、１５年
程前に孫に危険と止
められた） 

【買い物】 
・月に２回程度常北エコスへ行く（デマンド）、

後は生協 
【病院】 
・七会診療所（デマンド） 

・週一でグリーン那珂
西（デマンド） 

・週一で体操の福祉セ
ンター（６～７人位
のデマンドで行く） 

・グリーン那珂
西には土曜
も行きたい 

・土曜（グリー
ン那珂西に
行きたい） 

・400 円 
・今のままで良
い 

・荷物を玄関まで運んでく
れるのに感謝している 

・デマンドの乗り継ぎを行
っている（一日に、家⇒
グリーン那珂西、グリー
ン那珂西⇒エコス、エコ
ス⇒家の３回分を予約
することある） 

  

Ｂ 
・デマンド 
（８０歳になりバイク
をやめた） 

【買い物】 
・笠間のエコスへ月２回（普段は嫁が行く） 
・前は笠間のジャスコやエコスによく行って
いた 

【病院】 
・病院は、毎月七会診療所へデマンドで行く。 

  

・土曜（七会診
療所に土曜
も行きたい） 

・400 円 
・今のままで良
い  

・バス停まで歩
くのが大変  

Ｃ 
・デマンド 
（自転車は孫にあげて
しまった） 

【買い物】 
・週一程度で水戸に在住の娘が届けてくれる 
・また、日曜にひたちなかの魚屋、月曜に水
戸のパン屋、火曜にともべの豆腐屋が頼め
ばいつも来てくれる 

【病院】 
・月一回で那珂市に家族みんなで行く 

  
・どちらかと言

えば土曜 
・400 円 

・今のままで良
い 

・一度にデマンド予約の際
に行き帰りの予約を行
ってしまう 

・診療所は大体何時に終わ
るかを看護士が電話し
てくれるため、デマンド
を予約し易い 

  

Ｄ 
・今はデマンド 
（2～3 年前まではバイ
ク） 

【病院】 
・買い物は土日に水戸のジャスコのほうに行
く 

・病院は、月 1 回程度小松のひろさわ（デマ
ンド）、常北のけ慶友（送り迎え） 

・ホロルの湯に毎週行
ってる（送迎バスが
出ているときは送迎
バス、出ていないと
きはデマンド） 

・水戸に行ってた（息
子・嫁に夫婦につい
て） 

 

・土曜（病院に
土曜も行き
たい） 

・400 円 

・ホロルの湯に
行った際に、
16 時到着予定
のバスも 15時
半に着ちゃっ
た り す る た
め、もっと遅
くにデマンド
が来てほしい
時がある 

 
・バス停まで歩

くのが大変  

Ｅ 
・デマンド、息子の車、
電車、 

・バイクなど 

【買い物】 
・月 2回茂木のスーパー 
【病院】 
・2 か月に 1 回診療所（デマンド）、3 か月に
1 回石塚の目医者（デマンド） 

・水戸に行く（笠間ま
で息子に連れて行っ
てもらい、笠間から
水戸は電車） 

・笠間辺り～水
戸 

・ジャスコへ行
きたい 

・土曜 ・500 円 
・今のままで良
い  

・バスが有った
ころはずっ
ともてぎに
行っていた 

・デマンドの乗り
継ぎ（自宅⇒石
塚⇒エコス⇒自
宅）をする際に
時間的に不便が
生じた場合は普
通のタクシーを
使う 

Ｆ 
デマンド、息子の車 
（バイクは 20 年前にや
めた） 

【買い物】 
・買い物は、息子夫婦が役場で働いた帰りに
買ってきてくれる 

【病院】 
・2 か月に 1回程度済生会、2か月に 1回程度

診療所へ行く（デマンド） 

・水戸（息子に連れて
行ってもらえる） 

・笠間まで行っ
てほしい 

・土曜 ・500 円 
・今のままで良
い  

・バス停まで歩
くのが大変  

Ｇ 
・デマンド 
（最近までバイクだっ
た） 

【買い物】 
・買い物は息子の嫁が買ってきてくれたり、
たまに一緒に行ったり 

【病院】 
・月 1 回診療所へ行く（デマンド）、慶友へも

毎週送り迎えで行く 

・笠間によく行ってい
た 

・笠間まで行っ
てほしい 

・土曜 
 

・今のままで良
い    
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4) 各地区の意見 

(i) 常北地区の参加者の主な行き先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デマンドタクシーに対する意向 
【運行範囲】 

茨大（1名/7名中） 
内原ジャスコ（1名/7 名中） 
水戸の病院（1名/7名中） 
笠間のジャスコ（2 名/7名中） 

【曜日】 
土曜（7名/7名中） 
日曜（2名/7名中） 

【運賃】 
500円（4名/7名中） 
400円（1名/7名中） 
場所・距離によって変更を希望（1名/7名中） 

【運行時間】 
17 時まで（4名/7名中） 
7 時から（1 名/7名中） 

【その他】 
・今のデマンドの運転手が優しい、親切という印象 
・ホロルの湯に行くときはデマンドが一人で貸切りの
時がある 

・デマンドの予約が 1 分でも過ぎると駄目なのがきつ
い 

・デマンドにおける到着時間の誤差は気にならない 
・玄関まで来てくれてありがたい 
・沢山診療所の受付がデマンドで来たと言うと帰りの
デマンドも予約してくれる 

水戸市 
水戸医療センター 
渡里町の皮膚科 
イオンモール水戸内原 
京成百貨店 笠間市 

友部の大型店舗 
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(ii) 桂地区の参加者の主な行き先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水戸市 
水戸市役所 

水戸済生会総合病院 
水戸赤十字病院 
サテライト水戸 

常陸大宮市 
大曽根内科小児科 
小沢眼科 

デマンドタクシーに対する意向 
【運行範囲】 
水戸（デパート）（1名/7名中） 
大宮（買い物、携帯屋、小沢眼科）（4名/7名中） 
【曜日】 
土曜（7名/7名中） 
日曜（7名/7名中） 
【運賃】 
500円（1名/7名中） 
400円（1名/7名中） 
300円（2名/7名中） 
300円（2名/7名中）現状 150円の方 
250円（1名/7名中）現状 150円の方 
【運行時間】 
17 時まで（4名/7名中） 
19 時まで（2名/7名中） 
【その他】 
・乗れないときは、エコスの中で待つ 
・しらべクリニックの帰り、14時の便がいっぱいだった 
・しらべクリニックや郵便局は、デマンド等を待ってい
る場所がない。 

・乗れないときは、エコスの中で待つ 
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(iii) 七会地区の参加者の主な行き先 

 

 

 

 

水戸市 
水戸済生会総合病院 
イオンモール水戸内原 

 

デマンドタクシーに対する意向 
【運行範囲】 
笠間辺り～水戸（1 名/7名中） 
ジャスコへ行きたい（1名/7 名中） 
笠間まで行ってほしい（1名/7名中） 
【曜日】 
土曜（7名/7名中） 
【運賃】 
500円（2名/7名中） 
400円（4名/7名中） 
【運行時間】 
今のまま（6 名/7名中） 
今より遅い時間（1 名/7名中） 
【その他】 
・荷物を玄関まで運んでくれるのに感謝している 
・デマンドの乗り継ぎを行っている（一日に、家⇒グリ
ーン那珂西、グリーン那珂西⇒エコス、エコス⇒家の
３回分を予約することある） 

・一度にデマンド予約の際に行き帰りの予約を行ってし
まう 

・診療所は大体何時に終わるかを看護士が電話してくれ
るため、デマンドを予約し易い 

茂木市 

スーパー 

笠間市 
イオン笠間店 
エコス笠間店 
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4.3.4 開江線実証運行時における利用者調査 

(1) 運行概要 

平成 28年 11月 22日～12月 22日（31日間）において、石塚車庫（城里町）～赤塚駅間で

実証運行を行った。 

 

1) 運行経路 

 運行経路は、石塚車庫（城里町）～赤塚駅間で運行を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) 運行時刻・運賃・運行期間 

 運行時刻は、石塚車庫発、赤塚駅発が各々4便 

 運賃は、上限 500円の対距離運賃制 

 運行期間は、平成 28年 11月 22日～平成 28年 12月 22日の 31日間 

表 4-9 運行時刻 

石塚車庫～赤塚駅  赤塚駅～石塚車庫 

石塚車庫 発 赤塚駅 着  赤塚駅 発 石塚車庫 着 

6：34 7：16 7：28 8：10 

8：48 9：30 11：50 12：32 

13：05 13：47 17：00 17：42 

17：52 18：34 19：30 20：12 
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(2) 調査概要 

開江線実証運行時における利用者に対してアンケート調査を実施した。利用者へのアンケー

トの概要は以下に示す通りである。 

 

表 4-10 開江線実証運行時における利用者調査概要 

調査目的 ・バス交通の実証運行中における、利用状況や利用者の意見をふま

え、本格運行のあり方（本格運行の可否の判断も含む）を検討す

るための基礎資料とする。 

調査対象 ・実証運行路線の利用者 

調査方法 ・調査員がバスに乗り込み、アンケート調査票を配布 

・利用者数の計測（交通事業者様より提供予定） 

調査項目 ・属性 

・利用状況（乗降バス停） 

・今後の利用状況（希望する運行頻度、料金等） 

・課題等 

・利用者数 

調査時期・実施状況 調査時期】 

・12/9（金）、12/10（土）、12/12（月）の 3 日間 

 

【実施状況（回収）】 

・92 票回収（3 日間） 

※別途水戸桜ノ牧高等学校（本校、常北校）にアンケートを配布し、

本校 13 票、常北校 17 票回収 
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(3) 調査結果概要 

アンケートの結果概要は以下に示す通りである。 

 

表 4-11 アンケートの集計概要 

集計項目 集計概要 

実証運行時

調査結果 

（乗車便別） 

【利用状況】 

・平日においては、石塚発で通院、赤塚発で通学・通勤が多い傾向にある 

・休日においては、石塚発、赤塚発ともに買い物目的が多い傾向にある 

・バス停までの移動手段は徒歩が多く、バス停近くの利用者が多いと考えられる。 

⇒城里町からは通院、水戸方面からは通学・通勤が多い 

⇒石塚車庫、赤塚駅に加え、山根市民センター、済生会病院、サテライト水戸の乗降が多い。 

【今後の利用可能性】 

・今後利用すると回答した方が約 9割と多い傾向にある。 

・利用目的は現在の利用目的と同じ傾向である。 

・平日では、どちらの方向も週に 3日以上利用する方が 5割と高い傾向にある 

⇒今後の利用可能性は高い傾向にあり、利用頻度も高いと考えられる 

【意見・要望】 

・目的地については、常北高校への要望が高い傾向にある。 

・時間帯は赤塚、石塚ともに 7時～8時台が多い。また、赤塚発では平休日共に 18時台が多い。 

⇒要望については、通学目的への要望が高い傾向である 

高校生対象

アンケート 

【今後の利用状況】 

・利用可能性は、本校、常北校ともに約 8割である 

・利用頻度は、どちらも週に 1日以上が約 7割と高い。 

・支払い方法はどちらもＩＣカードが 8～9割である。 

【要望】 

・運行時間に関する要望、高校までの乗り入れ、他機関との乗り継ぎに関する意見が挙げられて

いる。 
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5. 公共交通の利用実態の分析 

5.1 公共交通分担率 

5.1.1 公共交通の利用状況・利用頻度 

路線バス、ふれあいタクシー、七会地区～常北地区路線バスのいずれかを利用する人の割

合は、14％である。 

また、地区別の割合に関しては、常北地区で 18%、桂地区で 13%、七会地区で 8%の方が公

共交通を利用している。 

 

表 5-1 公共交通を利用する人の割合 

公共交通を利用する人の割合 【全体】 

回答者数 775 

 

公共交通利用 112 14% 

 

公共交通を利用する人の割合 【高齢者】 

回答者数 380 
 

公共交通利用 62 16% 

公共交通を利用する人の割合 【中高生】 

回答者数 29 
 

公共交通利用 17 59% 

 

公共交通を利用する人の割合 【常北地区】 

回答者数 412 
 

公共交通利用 73 18% 

公共交通を利用する人の割合 【桂地区】 

回答者数 200 
 

公共交通利用 26 13% 

公共交通を利用する人の割合 【七会地区】 

回答者数 163 
 

公共交通利用 13 8% 

※未回答は「利用しない」に含んでいる 

※頻度に限らず、利用していると回答している割合を集計 

※公共交通を利用する人の割合：路線バス、ふれあいタクシー、七会地区

～常北地区路線バスのいずれかを利用する人の割合 

出典：住民アンケート結果 
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5.1.2 利用目的別移動手段 

全利用者、高齢者においては自動車（送迎含む）が 8～9割と高く、公共交通利用の割合は低

い傾向にある。また、高齢者は病院・医院、通勤、中高生は通学、趣味・レジャーにおいて公

共交通を利用している。 

 

表 5-2 移動目的別移動手段 

目的 全利用者 高齢者 中高生 

買い物 － － － 

病院・医院 － 

・バス、デマンド利用

の割合が「買い物」

「趣味・レジャー」

より高い 

－ 

通勤・通学 

・バス、鉄道利用の割

合が「買い物」「病

院・医院」より高い 

・バス利用の割合が「買

い物」「趣味・レジャ

ー」より高い 

バス、鉄道利用の割合

が「買い物」「病院・

医院」より高い 

趣味・レジャー 

・バス、鉄道利用の割

合が「買い物」「病

院・医院」より高い 

－ ・バス、鉄道利用の割

合が「買い物」「病

院・医院」より高い 
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(1) 全利用者 

 移動手段は自動車（送迎含む）が約 9割と高く、公共交通利用の割合は低い 

 目的別では、通勤・通学、趣味・レジャーにおいて、他の目的と比較して公共交通

の利用の割合が高い傾向 

 

（買い物）               （病院・医院） 
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図 5-1 利用目的別移動手段（全利用者） 

出典：住民アンケート調査結果（Ｈ28年度調査） 

 



57 

 

(2) 高齢者 

 移動手段は自動車（送迎含む）が 8～9割と高く、公共交通利用の割合は低い 

 目的別では、通勤、病院・医院等において、他の目的と比較して公共交通の利用の

割合が高い傾向 
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（通勤）                （趣味・レジャー） 

0%

91%

0% 0% 0%
4% 7%

0% 0% 2%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

徒
歩

自
動
車

自
動
車
（送
迎
）

タ
ク
シ
ー

原
付
・バ
イ
ク

自
転
車

バ
ス

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

鉄
道

そ
の
他

N=45
 

2%

94%

9%
0% 0% 0% 0% 0% 2% 2%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

徒
歩

自
動
車

自
動
車
（送
迎
）

タ
ク
シ
ー

原
付
・バ
イ
ク

自
転
車

バ
ス

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

鉄
道

そ
の
他

N=47
 

図 5-2 利用目的別移動手段（高齢者） 

出典：住民アンケート調査結果（Ｈ28年度調査） 
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(3) 中高生 

 目的別では、通学、趣味・レジャーにおいて、他の目的と比較して公共交通の利用

の割合が高い傾向が高い傾向 
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図 5-3 利用目的別移動手段（中高生） 

出典：住民アンケート調査結果（Ｈ28年度調査） 
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5.2 移動の目的地 

5.2.1 地区別目的地 

全利用者においては、買い物利用は常北地区・桂地区は町内、七会地区は町外の利用が多

い。また、病院・医院については水戸済生会病院と近隣の病院を利用しており、通勤・通学

は水戸市が多い傾向にある。高齢者においては、全利用者と同様の傾向であるが、買い物目

的は、エコス城里店の他に Aコープ等が挙げられる。 

 

表 5-3 地区別目的地（全利用者） 

地区 買い物 病院・医院 通勤・通学 

常北地区 
・エコス城里店等、町内

利用が多い 

・しらべクリニック、水

戸済生会病院の利用

が多い 

・常北地区、水戸市への

利用が多い 

桂地区 
・エコス城里店等、町内

利用が多い 

・しらべクリニック、水

戸済生会病院の利用

が多い 

・常北地区、水戸市への

利用が多い 

七会地区 
・イオン笠間店等、町外

利用が多い 

・七会診療所、水戸済生

会病院の利用が多い 

・水戸市、笠間市への利

用が多い 

 

表 5-4 地区別目的地（高齢者） 

地区 買い物 病院・医院 通勤・通学 

常北地区 

・エコス城里店、Aコー

プ石塚店等、町内利用

が多い 

・しらべクリニック、水

戸済生会病院、石塚地

方病院の利用が多い 

－ 

桂地区 

・エコス城里店、Aコー

プ阿波山店等、町内利

用が多い 

・しらべクリニック、水

戸済生会病院の利用

が多い 

－ 

七会地区 
・イオン笠間店等、町外

利用が多い 

・七会診療所、水戸済生

会病院の利用が多い 
－ 
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(1) 全利用者（買い物） 

 買い物利用における地区別の目的地としては、常北・桂は町内のエコス城里店の利用

が多く、七会は町外のイオン笠間店の利用が多い傾向にある。 
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図 5-4 地区別移動目的地（全利用者：買い物利用） 

出典：住民アンケート調査結果（Ｈ28年度調査） 
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(2) 全利用者（病院・医院） 

 病院・医院利用における地区別の目的地としては、常北・桂はしらべクリニック、七

会は七会診療所が多い傾向にある。 
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図 5-5 地区別移動目的地（全利用者：病院・医院利用） 

※住民アンケート調査結果（Ｈ28年度調査） 
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(3) 全利用者（通勤・通学） 

 通勤・通学利用における地区別の目的地としては、常北・桂は水戸市、常北地区、七

会は水戸市、笠間市が多い傾向にある。 
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図 5-6 地区別移動目的地（全利用者：通学・通勤利用） 

出典：住民アンケート調査結果（Ｈ28年度調査）
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(4) 高齢者（買い物） 

 買い物利用における地区別の目的地としては、常北・桂は町内のエコス城里店、Ａコー

プ阿波山店の利用が多く、七会は町外のイオン笠間店の利用が多い傾向にある。 
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図 5-7 地区別移動目的地（高齢者：買い物利用） 

出典：住民アンケート調査結果（Ｈ28年度調査） 
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(5) 高齢者（病院・医院） 

 病院・医院利用における地区別の目的地としては、常北はしらべクリニック、石塚地

方病院、水戸済生会病院、桂はしらべクリニック、水戸済生会病院、七会は七会診療

所、水戸済生会病院が多い傾向にある。 
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図 5-8 地区別移動目的地（高齢者：病院・医院利用） 

出典：住民アンケート調査結果（Ｈ28年度調査） 



65 

 

5.3 ふれあいタクシーの利用状況 

 ふれあいタクシーの行き先としては、石塚地方病院、エコス城里店、ホロルの湯等で

ある。 

 町外への行き先の要望としては、水戸方面（イオン、病院等）や笠間方面（イオン等

の大型商業店舗等）への要望が挙がっている。 

 

常北地区

桂地区

七会地区

その他

病院

買い物

地区

種類

七会診療所

加倉井武雄商店

ホロルの湯
サテライト水戸

常北上入野セイコーマート 広沢クリニック
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石塚郵便局

常北公民館

Ａコープ常北

石塚地方病院

カワチ薬品
慶友整形外科
エコス城里町

城里町役場
いつしか診療所

しらべクリニック

Ａコープかつら

かつら歯科クリニック

【笠間方面】
・友部の大型店舗（常北）
・イオン笠間店（七会）
・エコス笠間店（七会）

【水戸方面】
・渡里町の皮膚科（常北）
・イオンモール水戸内原（常北・七会）
・京成百貨店（常北）
・水戸市役所（桂）
・水戸済生会総合病院（桂・七会）
・水戸赤十字病院（桂）
・サテライト水戸（桂）

【常陸大宮方面】
・大曽根内科小児科（桂）
・小沢眼科（桂）

【茂木方面】
・スーパー（七会）

 

図 5-9 ふれあいタクシーによる行き先（町外は希望の目的地） 

 

出典：グループインタビュー調査結果（Ｈ28年度調査） 
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5.4 公共交通に対する利用者意見 

5.4.1 路線バス（野口線・成沢線・飯富線）に対する意見 

(1) 全利用者 

 路線バスの利用者の意見としては、運行本数が少ないことや最終便が早い等の運行

状況に関する意見が多い。 

 路線バスを利用しない理由としては、運行本数の他に目的地までの所要時間につい

ての意見が多く挙げられている。 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

行き先へのルートがわからない

発着時刻がわからない

乗り方がわからない

行きたい方向に路線がない

バス停(乗り場)が遠い

目的地に着くまでに時間がかかる

運行本数が少ない

最終便が早い

鉄道や他のバスとの乗継が悪い

乗りたい時間に運行されていない

乗り降りしにくい

運賃の支払いが面倒

運賃が高い

時間通りにこない

乗り場に屋根やベンチがない

荷物を持っての移動がつらい

自家用車の方が便利が良い

その他

Ｎ=71

 

図 5-10 利用者の意見 
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行き先へのルートがわからない
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目的地に着くまでに時間がかかる
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荷物を持っての移動がつらい

自家用車の方が便利が良い

その他

Ｎ=607

 

図 5-11 利用しない理由 

出典：住民アンケート調査結果（Ｈ28年度調査） 
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(2) 高齢者 

 路線バスの利用者の意見としては、運行本数が少ないこと等の運行状況に関する意

見が多い。 

 路線バスを利用しない理由としては、運行本数の他に目的地までの所要時間、バス

停までの距離が遠い等の意見が多く挙げられている。 
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図 5-12 利用者の意見 
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乗りたい時間に運行されていない

乗り降りしにくい

運賃の支払いが面倒

運賃が高い

時間通りにこない
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荷物を持っての移動がつらい

自家用車の方が便利が良い

その他
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図 5-13 利用しない理由 

出典：住民アンケート調査結果（Ｈ28年度調査） 

 



68 

 

(3) 中高生 

 路線バスの利用者の意見としては、運行本数が少ない、最終便が早い等の運行状況に

関する意見が多い。 

 路線バスを利用しない理由としては、運行本数の他に目的地、運賃等の意見が多く挙

げられている。 
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鉄道や他のバスとの乗継が悪い

乗りたい時間に運行されていない

乗り降りしにくい

運賃の支払いが面倒

運賃が高い

時間通りにこない

乗り場に屋根やベンチがない

荷物を持っての移動がつらい

自家用車の方が便利が良い

その他

Ｎ=13

 

図 5-14 利用者の意見 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

行き先へのルートがわからない

発着時刻がわからない

乗り方がわからない

行きたい方向に路線がない

バス停(乗り場)が遠い

目的地に着くまでに時間がかかる

運行本数が少ない

最終便が早い

鉄道や他のバスとの乗継が悪い

乗りたい時間に運行されていない

乗り降りしにくい

運賃の支払いが面倒

運賃が高い

時間通りにこない

乗り場に屋根やベンチがない

荷物を持っての移動がつらい

自家用車の方が便利が良い

その他

Ｎ=12

 

図 5-15 利用しない理由 

 

出典：住民アンケート調査結果（Ｈ28年度調査） 
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5.4.2 ふれあいタクシーに対する意見 

ふれあいタクシー（デマンドタクシー）の課題（意見）としては、土日の運行、運行時間の

延長（17 時頃まで）に関する意見の他に、乗り継ぎや待機場所に関する意見が挙がっている。

支払い意思額としては 500円までなら支払い可能との回答が挙がっている。 

また、ふれあいタクシーを利用しない理由として、自家用車の利便性を除くと予約に関する

項目や所要時間に関する意見が多い。 

 

表 5-5 ふれあいタクシーに関する意見 

 常北地区 桂地区 七会地区 

運行日・運行時間

に関して 

・土日も運行してほしい 

・17時まで運行してほし

い 

・土日も運行してほしい 

・17時まで運行してほし

い 

 （水戸へは 19時まで） 

・土日も運行してほしい 

・時間は今のままでよい 

運賃に関して ・500 円までなら支払え

る 

・300～500円までなら支

払える 

・400～500円までなら支

払える 

その他 － ・デマンドを待つ場所が

ほしい 

・荷物も運んでくれるの

が助かる 

・デマンドの乗り継ぎが

不便 

出典：グループインタビュー調査結果（Ｈ28年度調査） 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

予約の方法がわからない

乗り方がわからない

移動に時間がかかる

運行本数が少ない

最終便が早い

乗りたい時間に運行されていない

乗り降りしにくい

運賃の支払いが面倒

運賃が高い

予約が面倒

知らない人と一緒に乗りたくない

時間通りにこない

利用したい時間に予約できないことが多い

帰りの時間が不確定で予約しにくい

自家用車の方が便利が良い

その他

Ｎ=300

 

図 5-16 ふれあいタクシーを利用しない理由（高齢者） 

出典：住民アンケート調査結果（Ｈ28年度調査） 
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5.5 公共交通に対する交通事業者の意見 

交通事業者から見た意見（課題）としては、高齢者の利用促進、各交通の乗り継ぎ、デマン

ドの待合場所確保等が挙げられる。 

交通事業者と連携し、公共交通の利用促進や利便性向上の取組を検討していくことが重要で

ある。 

表 5-6 交通事業者側の意見（課題） 

交通事業者側からの課題 

・高齢者に対する公共交通の利用促進 

・フィーダー路線の利用者増（現状は中学生利用に特化） 

・デマンドと路線バスの乗り継ぎ促進 

・拠点となるバス停設備の改善 

・デマンドタクシーのオペレータの後継者 

・デマンドの予約を断ることがある。定員に満たない時点で断ることがある。（ただし、週に１

回未満） 

・高齢者の憩いの場（カラオケ等）がなくなっている 

・デマンド登録者の利用促進 

・デマンドの待合場所の確保 

・スクールバス、福祉有償運送の持続可能性 

 

ヒアリング対象 

交通事業者等 

路線バス事業者 茨城交通 

タクシー事業者 石塚観光自動車 

デマンド交通の運行受託者 石塚観光自動車 

デマンド交通の運行管理者 城里町社会福祉協議会 

スクールバスの運行受託者 石塚観光自動車 

福祉有償運送 城里町社会福祉協議会 

 

出典：ヒアリング調査結果（Ｈ28年度調査） 
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5.6 公共交通に対する施設の意見 

施設から見た意見（課題）としては、デマンドのタイミングやアクセスに関する課題が挙げ

られる。 

目的地である施設側との連携により、公共交通の利便性を向上することも有効であると考え

られる。 

表 5-7 施設側の意見（課題） 

施設側からの課題 

・ホロルの湯のアクセス 

・エコスの移転による既成市街地の活力低下 

・スーパーの宅配への対応 

・デマンドのタイミングが合わないことがある（早く来てしまって乗れない、病院の受付時間外

に来る） 

・自家用車、バイクの利用者の場合、駐車場内での事故や暗くなってからの事故が懸念 

 

ヒアリング対象 

関係者・施設 町民の利用が多い施設の管理者 

ホロルの湯 

エコス城里店 

しらべクリニック 

 

出典：ヒアリング調査結果（Ｈ28年度調査） 
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5.7 公共交通に対する公的負担 

町の公共交通に対する公的負担額（補助額）は、横ばいであるが年々増加傾向にある。また、

町民 1人あたりの公共交通に対する町の公的負担額は、H28年現在で 3.7（千円/人）である。 

 

2,168 2,098 2,442 2,938 2,938
18,899 19,904 20,140 20,681 20,681

25,913 27,000 27,000 27,000 27,000

16,360 21,278 21,278
5,266

6,087
3,300

9,380

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

H25 H26 H27 H28 H28＋開江線

（千円）

路線バス（成沢線） 路線バス（野口線） デマンドタクシー
スクールバス フィーダー路線 廃止代替
開江線  

図 5-17 町の公共交通に対する公的負担額推移 

※Ｈ28年：デマンドタクシー、フィーダー路線は予算額 
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H25 H26 H27 H28 H28＋開江線

人口 20,548 20,334 19,800 19,459 19,459  

図 5-18 町の公共交通に対する公的負担額推移（町民 1人当たり） 

 

※人口  
  ：H25、H26、H28 常住人口調査結果 
  ：H27  国勢調査結果 
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65 歳以上の運転免許自主返納者に対して、茨城交通バス IC カード乗車券「いばっぴ」また

はデマンドタクシー利用券の支給を行っている。高齢者の交通事故の削減、公共交通の利用促

進に向けて、運転免許返納者の増加に向けた取組も必要となる。 
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Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ １

月現在

年間免許返納者数（左軸）

累積免許返納者数（右軸）

 

図 5-19 免許返納者数の推移 

 
出典：城里町提供データ 

 

【高齢者運転免許自主返納支援事業】（城里町 HP） 

城里町では、65歳以上の高齢者が自主的に運転免許の全部を返納した場合に、下記の支援を行

っている。 

 

○対象者 

城里町に居住の 65 歳以上の方で、平成 23 年 4 月 1 日以降、自主的に運転免許の全部を返

納し、町税を完納している方。 

 

○支援内容  

下記のうちいずれかひとつ 

 茨城交通バス ICカード乗車券「いばっぴ」12,000円分 

 城里町デマンドタクシー利用券            12,000円分 

 茨城交通バス IC カード乗車券「いばっぴ」および城里町デマンドタクシー利用券  各

6,000円分 
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6. 地域公共交通網形成計画の基本方針 

本町における公共交通に関するこれまでの取組と前述の公共交通を取り巻く現状等を受け、公共交通網形成に向けた今後の課題と課題解決に向けた基本方針を整理する。 

 

6.1 地域の課題と地域公共交通に求められる役割 

 
 

これまでの取組 

公共交通網 

公共交通の利用環境 

公共交通の利用促進 

まちづくり 

 公共交通空白地域を補完する交通とし

て、デマンドタクシーを運行 

 常北地区～七会地区間を連絡するフィー

ダー路線を運行 

 移動制約者を対象とした福祉有償運送、

小学校のスクールバスの運行 

 水戸市と連絡する路線として新たな路線

の実証運行を実施 

 福祉有償運送の実施 

 民間バス事業者によるノンステップバ

スの導入 

 民間バス事業者による ICカードの導

入 

 民間バス事業者による高齢者向けの

定期券の発売 

 民間バス事業者による学生向けの学

期定期券の発売と利用促進の取組 

 免許返納者への公共交通利用促進 

 事業者による利用促進イベントの開催

（他地域での実績） 

 定住自立圏構想のもと、水戸市との

連携強化 

 七会地区へのスポーツクラブの誘致 

公共交通を取り巻く現状 

地域の現状等 

公共交通の現状等 

 人口減少傾向 

 高齢化率が 3割超 

 人口は常北地区東部と桂地区の国

道 123号沿線に分布 

 常北地区西部と桂地区西部の交通

空白地域に高齢者が分布 

 生活施設は中心市街地と幹線道路

沿線に立地 

 大規模商業施設が中心市街地の外

縁部、国道沿いに立地 

 高い免許保有率 

上位計画等 

 市街地ゾーン、田園居住ゾーン、自然

環境ゾーンと拠点の設定 

 都市・交流軸、観光・レクリエーション・

交流軸、自然体験・交流軸の設定 

 七会地区における地域間交流の確保 

 水戸市との連携強化（定住自立圏） 

 地区ごとの移動特性（生活スタイル）の

違い 

 自動車への高い依存度 

 デマンドタクシーの利用者減少 

 デマンドタクシーに対する利用者からの

高い評価、路線バスとの連携ニーズ 

 交通事業への町負担が増加傾向 

 路線バスの利便性向上ニーズ 

 町内の主要施設との連携の必要性 

 高齢者の安心な外出の支援が必要 

 公共交通サービスの担い手の不足 

公共交通網形成に向けた課題 

課題 1：人口減少、拠点形成と一体となっ
た公共交通ネットワークの形成 

課題 2：逼迫する財政状況を踏まえた、公
共交通サービスの効率化と利用促進 

課題3：生活圏として自立に向けた、隣接
自治体との地域間連携 

→公共交通に求められる役割 

   ①自動車に依存せず、安心して移動で
きる手段の提供 

   ②地域活性化の取組と連携し、外出機
会の増加を支援 

   ③各地区住民の生活スタイルを考慮し
た交通サービスの提供 

→公共交通に求められる役割 

   ①民間交通事業者や利用者と連携した
効率的な運行の実現 

   ②需要の維持・確保による収益確保 

→公共交通に求められる役割 

   ①民間交通事業者と連携した自治体間
の移動環境の向上 
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6.2 計画の基本方針 

前項に整理した、これまでの取り組みと公共交通を取り巻く現状、公共交通網形成に向けた

課題に従い、城里町における公共交通網を形成していく上での 3 つの基本的な方針を以下の通

り定める。 

 

 

公共交通に求められる役割 

① 自動車に依存せず、安心して移動できる手段の提供 

② 地域活性化の取組と連携し、外出機会の増加を支援 

③ 各地区住民の生活スタイルを考慮した交通サービスの提供 

人口減少、拠点形成と一体となった公共交通ネットワークの形成 課題１ 

基本方針① 住民が生活拠点へ移動するために必要な 

公共交通サービスを展開 

公共交通に求められる役割 

① 民間交通事業者や利用者と連携した効率的な運行の実現 

② 需要の維持・確保による収益確保 

逼迫する財政状況を踏まえた、公共交通サービスの効率化と利用促進 課題 2 

基本方針② 健全で持続可能な公共交通事業を展開 

公共交通に求められる役割 

① 民間交通事業者と連携した自治体間の移動環境の向上 

生活圏として自立に向けた、隣接自治体との地域間連携 課題 3 

基本方針③ 町外との移動需要に対応した公共交通サービス

を展開 
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6.3 計画の目標 

城里町における公共交通網の形成に向けた基本方針に基づき、公共交通網の形成による計画

目標を定める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実現すべき状態 

町内の主要な交通軸における移動手段確保 

町内主要拠点への外出機会の増加 

基本方針①：住民が生活拠点へ移動するために必要な公共交通サービスを展開 

計画の目標 

①年に 1度でも路線バス等の公共交通を利用する

割合 

 現況値：14％   

②ふれあいタクシーによる町内主要施設（行き先

上位 10位）への利用者数 

 現況値：4.3千人/年  

実現すべき状態 

公共交通事業への公的負担の減少 

各公共交通事業の収支の改善 

基本方針②：健全で持続可能な公共交通事業を展開 

計画の目標 

①町民一人あたりの町の公的負担額 

 現況値：4.2千円/人・年 

千円/人  

実現すべき状態 

町外への通勤・通学、買物、通院の足の確

保 

基本方針③：町外への移動需要に対応した公共交通サービスを展開 

計画の目標 

①町外連絡を目的とした路線(開江線)の利用者数 

 現況値：33人/日  
     （実証運行） 
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7. 目標達成のための施策・事業 

7.1 計画に位置付ける施策 

本町における公共交通網の目標および将来像の達成に向け、3 つの基本方針に基づき、下表

に示す施策を推進する。 

各施策は、実施主体が積極的に事業を推進するものとするが、本計画期間内においても事業

の有効性等を鑑みて、随時、施策内容の見直しを行う。 

 

表 7-1 計画に位置づける施策一覧 

基本方針 施策 概要 

１．住民が生活
拠点へ移動する
ために必要な公
共交通サービス
を展開する 

１．１．運行方法の改善によるデマンド
タクシーの利便性向上 

デマンドタクシーの運行方法・配車方法につ
いて、利用者の移動実態やニーズを踏まえ
た改善に着手する。

施設の送迎バスの活用や運行タイミングの
調整など、目的地となる施設との連携方策
を検討する。

１．２．外出機会を支援する拠点整備と
網形成の連携 

現状で移動需要の高い施設を中心に、バス
やデマンドタクシーの待合スペース等、公共
交通の利便性向上を検討する。

拠点となるバス停付近に待合所をつくり日常
的な目的地となる拠点形成（例えば、石塚
車庫周辺）を行い、移動機会の創出を図る。

七会地区（七会中学校跡地）など、将来的な
町内の拠点形成と合わせ、拠点へアクセス
する交通について検討する。

１．３．運転免許返納者の足の確保 
現在取り組まれている、運転免許返納者へ
の公共交通の利用券提供の取組の拡充を
図る。

１．４．新たな交通システムの導入検討 
将来的な町内の拠点形成と合わせ、効率性
と集客性を備えた、新たな交通システムの
導入を検討する。

２．健全で持続
可能な公共交通
事業を展開する 

２．１．路線バスの利用促進の取組 

路線バスの高齢者向け定期の販売促進とバ
スの認知度向上に向けた取組を継続する。
（例：町のイベントや町民の会合に合わせた
バスの乗り方教室，公共交通マップの作
製，落書きバスの実施，企画乗車券の発
行，ラッピングバス）

２．２．デマンドタクシーの利用促進 
※施策１．１と連携する 

デマンドタクシー利用者の掘り起こしに向け
て、他機関と連携した取り組みを行う。 

デマンドタクシーの登録者の現状把握を行
い、利用促進施方策を検討する。

２．３．公共交通運行費用負担の削減 
※施策２．１、２．２と連携する 

交通事業者と連携し、デマンドタクシーやス
クールバス等の運行費用負担の削減方策
を検討する。

３．町外との移
動需要に対応し
た公共交通サー
ビスを展開する 

３．１．水戸市等への移動手段の検討 

水戸市への新たな移動手段として、開江線
の運行を行う。

水戸市等への移動手段に関して、自治体間
の連携施策の展開状況や七会地区住民の
移動ニーズを考慮し、両市と継続的に検討
を行う。
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7.2 町内の公共交通網形成の考え方 

本町における公共交通網形成の考え方を以下の通りとする。 

 

表 7-2 町内の公共交通網形成の考え方 

モード 役割 施策の方向性 

路線バス 野口線、成沢線 町内の主要拠点への移動、町外への移動を担

う、基幹交通軸 

継続、維持 

路線バス 実証運行路線 町外との連携を強化する交通（路線バス沿線以

外から町外への移動） 

隣接市と連携して

あり方を検討 

七会地区～常北地区路線

バス 

地区間（常北～七会）を連絡する交通 拠点整備と連携し

てあり方を検討 

ふれあいタクシー 町内の拠点間の移動を担う生活交通 改善、利用促進 

効率化 

タクシー ドア・ツー・ドアの個別移動を担う交通 継続、維持 

スクールバス 小学生の通学に限定した交通 効率化 

有償福祉運送 福祉目的に限定した交通 継続、維持 

 

水戸市笠間市

常北中学校

赤沢観音前

岩下入口

七会支所

城里町役場
城里町

③ 野口線

④ 成沢線

①岩下入口
～常北中学校

②赤沢観音前
～常北中学校

⑤ デマンド交通
『ふれあいタクシー』
城里町全域を運行

町内の公共交通網形成の考え方

大網公民館

小勝

那珂市

常陸大宮市

桂支所

路線バス
七会地区～常北地
区路線バス

主な目的地

各地区の中心地

集客力のある施設

町外の目的地

町内の移動、町外
への移動を担う
基幹交通

＝野口線、成沢線
（継続、維持）

町内の交通を担う
生活交通

＝デマンドタクシー
（改善、利用促進）

町外との連携を強
化する交通

＝実証運行路線
（将来的に検討）

町内の地区間を連
絡する交通

＝フィーダーバス
（将来的に検討）

⑨ 実証運行路線

その他の公共交通
タクシー
スクールバス
有償福祉運送

 

図 7-1 町内の公共交通網形成の考え方 
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各交通モードに対し、本計画に位置づける施策を対応付けると、以下の通りとなる。 

 

水戸市

常北中学校

赤沢観音前

岩下入口

七会支所

城里町役場
城里町

③ 野口線

④ 成沢線

①岩下入口
～常北中学校

②赤沢観音前
～常北中学校

⑤ デマンド交通
『ふれあいタクシー』
城里町全域を運行

町内の公共交通網形成の考え方

大網公民館

小勝

那珂市

常陸大宮市

桂支所

路線バス
七会地区～常北地
区路線バス

主な目的地

各地区の中心地

集客力のある施設

町外の目的地

１．１．運行方法の改
善によるデマンドタク
シーの利便性向上

１．２．外出機会を
支援する拠点整備
と網形成の連携

１．３．運転免許返
納者の足の確保

２．１．路線バスの
利用促進の取組

２．２．デマンドタクシーの
利用促進

２．３．公共交通運
行費用負担の削減

３．１．水戸市等への移
動手段の検討

２．３．公共交通運
行費用負担の削減

１．４．新たな交通シス
テムの導入検討

１．２．外出機会を
支援する拠点整備
と網形成の連携

３．１．水戸市等への移
動手段の検討

その他の公共交通
タクシー
スクールバス
有償福祉運送

 

図 7-2 各交通モードに対して位置づける施策 
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7.3 各施策に対応する取組メニューと実施主体 

7.3.1 住民が活動拠点へ移動するために必要な公共交通サービスを展開 

基本方針①「住民が活動拠点へ移動するために必要な公共交通サービスを展開」の施策に対する具体的な取組メニューと実施主体を以下に示す。 

表 7-3 具体的な取組メニューと実施主体 

施策 概要 取組メニューと実施主体 背景（調査結果等） 目標年次 

１．１．運行方法

の改善によるデ

マンドタクシーの

利便性向上 

デマンドタクシーの運行方法・配車方法について、利

用者の移動実態やニーズを踏まえた改善に着手す

る。

施設の送迎バスの活用や運行タイミングの調整な

ど、目的地となる施設との連携方策を検討する。

デマンドタクシーの利用者および潜在的利用者の意見のモ

ニタリング（町）

上記意見を踏まえた改善策の検討（町、事業者、沿道施設）

→運行時間、運行本数、需要の多い施設への効率的な配

車

→施設側と連携した運行時間の調整

 （例：送迎バスを有する施設と連携し、デマンドタクシーの

運行範囲を調整）

改善案の試行実施および評価（町、事業者）

デマンドタクシーの予約や運行のタイミングへの

不満がある。

乗降する場所は特定の施設に集中しており、運

行ルート等の効率化の可能性がある。

ホロルの湯では、複数名を対象に、送迎バスを

運行している。

町内の主要な施設への来訪者等、デマンドタク

シー利用者のすそ野を広げていくことが必要で

ある。

H29 

・利用者意見等のモニタリングの着

手 

・H30～ 

・意見を踏まえた改善および評価 

（毎年継続的に実施） 

１．２．外出機会

を支援する拠点

整備と網形成の

連携 

現状で移動需要の高い施設を中心に、バスやデマン

ドタクシーの待合スペース等、公共交通の利便性向

上を検討する。

拠点となるバス停付近に待合所をつくり日常的な目

的地となる拠点形成（例えば、石塚車庫周辺）を行

い、移動機会の創出を図る。

七会地区（七会中学校跡地）など、将来的な町内の

拠点形成と合わせ、拠点へアクセスする交通につい

て検討する。 

石塚地区のデマンド交通や路線バスの乗降が多い拠点

（例：石塚車庫）における、待合施設の整備（町）

沿道施設と連携した、バスやデマンドタクシーの待合スペー

スの確保（町、沿道施設）

七会地区の拠点整備と連携した、公共交通サービスの検討

（町、事業者）

デマンドや路線バスを待つためのスペースが望

まれている。

高齢者の憩いの場、交流の場となる施設（外出

する目的）がなくなっている。

待つ場所がないことを理由に、デマンドタクシー

を使わずに、タクシーを利用する場合もある。

七会中学校の跡地利用により、来訪者の増加を

見込んでいる。

・H29 

・拠点形成・配置のあり方検討 

・H30 

・拠点施設の具体検討 

・拠点に合わせた交通網の見直し 

・H31～ 

・拠点の整備と交通網の運用 

１．３．運転免許

返納者の足の確

保 

 現在取り組まれている、運転免許返納者への公共

交通の利用券提供の取組の拡充を図る。

免許返納者への路線バスまたはデマンドタクシーの利用券

の配布（町）

免許返納者の移動実態のモニタリングと公共交通促進に向

けた施策の展開（町、事業者）

免許返納者への支援事業を実施中であり、今後

も返納者が増加する見込み。

支援事業では、1 年間に限定し、返納者への公

共交通利用券を配布

高齢者の公共交通需要の掘り起こし、外出機会

の創出が必要

交通事業者による高齢者向けの定期券が発売

されている

・H29～ 

・免許返納者への公共交通利用券の継続

配布 

・免許返納者の移動実態のモニタリングと

公共交通利用促進に向けた施策の展開 

１．４．新たな交

通システムの導

入検討 

 将来的な町内の拠点形成と合わせ、効率性と集客

性を備えた、新たな交通システムの導入を検討す

る。

 新技術を活用した公共交通サービスの可能性検討（町、事

業者）

新たなサービスの実証運行（町、事業者）

自動車への依存度が高く、路線バスの利用意向

が低い

デマンドタクシーや福祉有償輸送等の担い手に

不安がある

七会中学校の跡地利用等、交流人口の増加を

見込んだ取組が行われている。

・H29 

・新技術の活用可能性の検討 

・H30 

・実証運行実施の検討 
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7.3.2 健全で持続可能な公共交通事業を展開 

基本方針②「健全で持続可能な公共交通事業を展開」の施策に対する具体的な取組メニューと実施主体を以下に示す。 

表 7-4 具体的な取組メニューと実施主体 

施策 概要 取組メニューと実施主体 背景（調査結果等） 目標年次 

２．１．路線バス

の利用促進の取

組 

 路線バスの高齢者向け定期の販売促進とバスの認

知度向上に向けた取組を継続する。

（例：町のイベントや町民の会合に合わせたバスの乗り

方教室，公共交通マップの作製，落書きバスの実

施，企画乗車券の発行，ラッピングバス）

バスの乗り方教室、漫遊パスの販売促進イベントの開催

（町、事業者）

ラッピングバス、落書きバスによる広報活動（町、事業者）

公共交通マップの作製、企画乗車券の発行による利便性向

上（町、事業者）

学生や子育て世代、転入者等を対象としたモビリティマネジ

メント（町、事業者）

路線バスやデマンドタクシーの維持に向けて、高

齢者の掘り起こしが必要である。

バス事業者によって、他地域での認知度向上の

イベントの開催実績がある。

・H29～ 

・事業者と連携した利用促進イベント

の企画および実施 

・地区ごとのモビリティマネジメントの

企画および実施 

２．２．デマンドタ

クシーの利用促

進 

デマンドタクシー利用者の掘り起こしに向けて、通院

先での情報提供など、他機関と連携した取り組みを

行う。

デマンドタクシーの登録者の現状把握を行い、利用

促進施方策を検討する。 

病院等の施設と連携した、デマンドタクシーの利用促進

（町、施設）

デマンドタクシー登録者情報の更新およびターゲット別の利

用促進方策の検討（町）

デマンドタクシーの登録者は増加傾向

デマンドタクシーには、リピーターが多く、登録者

の利用促進の余地がある。

・H29～ 

・デマンドタクシーの利用促進 

・デマンドタクシー登録者情報の整理 

２．３．公共交通

運行費用負担の

削減 

 交通事業者と連携し、デマンドタクシーやスクールバ

ス等の運行費用負担の削減方策を検討する。

デマンドタクシーの運行費用負担の削減（町）

スクールバスの運行費用負担の削減（町）

町の公共交通への支出として、デマンドタクシー

とスクールバスが大半を占めている。

デマンドタクシーのシステムおよび運行事業者、

スクールバスの運行事業者の更新のタイミング

・H29 

・デマンドタクシーのシステム更新に

伴う、運行費用負担の削減方策検

討 

・H31 

・スクールバスの事業者更新に伴う、

運行費用負担の削減方策検討 

 

7.3.3 町外との移動需要に対応した公共交通サービスを展開 

基本方針③「町外との移動需要に対応した公共交通サービスを展開」の施策に対する具体的な取組メニューと実施主体を以下に示す。 

表 7-5 具体的な取組メニューと実施主体 

施策 概要 取組メニューと実施主体 背景（調査結果等） 目標年次 

３．１．水戸市等

への移動手段の

検討 

 水戸市への新たな移動手段として、開江線の運行を

行う。 

 水戸市等への移動手段に関して、自治体間の連携

施策の展開状況や七会地区住民の移動ニーズを考

慮し、両市と継続的に検討を行う。

実証運行路線（開江線）の本格運行（町、事業者）

水戸市等への移動需要に対する交通手段の検討（町、隣接

市、事業者）

定住自立圏構想に基づき、実証運行を実施。通

院、通学に一定の需要が見られた。また、赤塚

駅への利用も見られた。

水戸市に加え、笠間市への移動ニーズも高い

・H29 

・開江線の本格運行および評価 

・H30～ 

・水戸市等との連携を強めるための

交通網の検討 
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7.4 施策実施スケジュール案 

各施策について、計画策定以降、平成 32年度ころまでのアクションプランとして、以下の通

り実施を計画する。 

表 7-6 アクションプラン 

基本方針 施策 H29 H30 H31 H32 H33

１．住民が活
動拠点へ移
動するために
必要な公共
交通サービス
を展開する

１．１．運行方法の改善
によるデマンドタクシー
の利便性向上

１．２．外出機会を支援
する拠点整備と網形成
の連携

１．３．運転免許返納者
の足の確保

１．４．新たな交通シス
テムの導入検討

２．健全で持
続可能な公
共交通事業を
展開する

２．１．路線バスの利用
促進の取組

２．２．デマンドタクシー
の利用促進、登録者拡
大

２．３．公共交通運行費
用負担の削減

３．町外との
移動需要に
対応した公共
交通サービス
を展開する

３．１．水戸市、笠間市
への移動手段の検討

デマンドタクシーのシステム更新に
伴う、運行費用負担の削減方策検討

水戸市、笠間市との連携を強めるた
めの交通網の検討

スクールバスの事業者更新に伴う、
運行費用負担の削減方策検討

開江線の本格運行
および評価

デマンドタクシーの登録者情報の整理
デマンドタクシーの利用促進

事業者と連携した利用促進イベントの企画および実施
地区ごとのモビリティマネジメントの企画および実施

新技術の活用可能
性の検討

実証運行実施の検討

拠点形成・配置の
あり方検討

拠点施設整備の具体検討
拠点に合わせた交通網の
見直し

拠点施設の整備と
交通網の運用

利用者意見等のモ
ニタリングの着手

意見を踏まえた改善および評価
（毎年継続的に実施）

免許返納者への公共交通利用券の継続配布
免許返納者の移動実態のモニタリングと公共交通利用促進に向けた施策の展開
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7.5 計画の達成状況の評価 

本計画の達成状況を評価するため、基本的な方針毎に評価指標および目標値を定める。目標

を達成するためには、計画的に事業を進めることが重要である。 

なお、目標値は計画期間の最終年度である平成 37年度を目標年度とするが、中間年次を平成

32年度と設定し、施策の進捗状況および目標達成状況の評価し、必要に応じて目標値の見直し

等を行うものとする。 

 

表 7-7 計画の達成状況の評価指標 

基本方針 
実現すべき状

態 

評価指標 

現況値 
中間 
目標値 
Ｈ32 

最終 
目標値 
Ｈ37 指標 データ取得 

住民が生活拠

点へ移動する

ために必要な

公共交通サー

ビスを展開 

・町内の主要

な交通軸に

おける移動

手段確保 

・町内主要拠

点への外出

機会の増加 

・年に 1 度でも

路線バス等の

公共交通を利

用する割合 

・アンケート

調査 
14％ 

16％ 

（+50 人

/年） 

19％ 

（+50 人

/年） 

・ふれあいタク

シーによる町

内 主 要 施 設

（行き先上位

10 位）への利

用者数 

・城里町社会

福祉協議会

（全利用者

リスト） 

4.3 千人

/年 

4.7 千人

/年 

（+1割） 

5.1 千人

/年 

（+2割） 

健全で持続可

能な公共交通

事業を展開 

・公共交通事

業への公的

負担の減少 

・各公共交通

事業の収支

の改善 

・町民一人あた

りの町の公的

負担額 

・補助額実績

値 

※ 路 線 バ ス

（野口線、成

沢線、フィー

ダ ー 、 開 江

線）、デマン

ド、スクール

バス等 

4.2 千円

/人 

4.2 千円

/人 

（維持） 

4.2 千円

/人 

（維持） 

町外への移動

需要に対応し

た公共交通サ

ービスを展開 

・町外への通

勤・通学、

買物、通院

の足の確保 

・町外連絡を目

的とした路線

（開江線）の

利用者数 

・茨城交通実

績値 
33 人/日 

（ 実 証

運行） 

33 人/日 

（4 人/

便） 

40 人/日 

（5 人/

便） 
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7.6 PDCAサイクルによる計画の継続的な改善 

目標を達成するためには、計画的に事業を進めることが重要である。そのために、継続的に

取組みを実施していく（Do）と同時に、その取組み結果を詳細に把握・評価し（Check）、課題

が見つかればさらに見直しを検討・調整し（Action）、新たな取組みの計画を立案する（Plan）

という「PDCA」のサイクルに基づいて、達成状況の評価を進めていく。 

特に、平成 32年度を中間年次として位置づけ、中間評価（Check）を行うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 7-3 PDCAサイクルによる運用 

 

 

図 7-4  PDCAごとの実施主体 
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継続的改善 

Ｐ(Plan) 
実現可能な計画 

Ｄ(Do) 
事業の着実な 

進行 

Ｃ(Check) 
的確な事業評価 

Ａ(Action) 
次の改善に 
向けた動き 


